
自
衛
隊
明
記
軸
に
攻
防

実
施
す
る
の
が
通
例
。
過
去

に
は
５
６
年
の
国
連
加
盟
、

７
２
年
の
沖
縄
復
帰
の
ほ

か
、
５
９
年
の
上
皇
さ
ま
の

結
婚
、
８
９
年
の
昭
和
天
皇

大
喪
、
９
０
年
の
上
皇
さ
ま

の
天
皇
即
位
な
ど
で
実
施
し

て
い
る
。

　

政
府
は
今
回
の
恩
赦
に
つ

い
て
、
選
挙
違
反
で
停
止
さ

れ
た
公
民
権
の
回
復
が
多
い

過
去
の
事
例
を
踏
ま
え
、
今

年
の
統
一
地
方
選
や
参
院
選

に
伴
う
選
挙
違
反
の
状
況
も

考
慮
す
る
も
よ
う
だ
。一
方
、

憲
政
史
上
初
め
て
と
な
っ
た

天
皇
退
位
に
合
わ
せ
た
実
施

は
見
送
り
と
し
た
。

　
【
共
同
】
日
本
国
憲
法
施
行
か
ら
７
２
年
と
な
り
、
令
和
で
初
め
て
迎
え
た
憲
法

記
念
日
の
３
日
、
各
地
で
集
会
が
開
か
れ
た
。
安
倍
晋
三
首
相
（
自
民
党
総
裁
）

は
憲
法
改
正
派
集
会
へ
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
、
２
０
２
０
年
に
改
正
憲
法

を
施
行
す
る
目
標
を
堅
持
し
て
い
る
と
明
言
し
た
。
立
憲
民
主
党
な
ど
の
野
党
は

反
発
。
幹
部
が
護
憲
派
集
会
に
参
加
し
、
改
憲
阻
止
へ
共
闘
を
呼
び
掛
け
た
。
首

相
が
目
指
す
９
条
へ
の
自
衛
隊
明
記
案
を
軸
に
、
改
憲
の
是
非
が
夏
の
参
院
選
で

主
要
争
点
と
な
る
の
は
確
実
で
、
与
野
党
攻
防
が
激
化
す
る
。

野
党
反
発
、
阻
止
へ
共
闘

２
６
年
ぶ
り
、
政
治
利
用
批
判
も

首相「２０年改憲施行」堅持政
府
検
討
、
小
規
模
実
施
か

１
０
月
即
位
儀
式
機
に
恩
赦

日
朝
会
談
「
無
条
件
で
開
催
」

首
相
、
拉
致
巡
り
方
針
転
換

青
空
に
ジ
ャ
ン

ボ
こ
い
の
ぼ
り

埼
玉
・
加
須
の
利
根
川

さ
れ
れ
ば
１
９
９
３
年
の
天

皇
陛
下
と
皇
后
さ
ま
の
結
婚

以
来
２
６
年
ぶ
り
。
た
だ
政

治
利
用
と
の
批
判
が
あ
り
、

被
害
者
や
遺
族
の
感
情
に
も

配
慮
す
る
た
め
、
対
象
は
軽

微
な
犯
罪
に
限
り
、
小
規
模

に
と
ど
め
る
と
み
ら
れ
る
。

　

恩
赦
は
国
家
的
な
出
来
事

や
皇
室
の
慶
弔
に
合
わ
せ
て

　
【
共
同
】
天
皇
陛
下
の
即

位
に
伴
う
１
０
月
の
「
即
位

礼
正
殿
の
儀
」
に
合
わ
せ
、

政
府
が
恩
赦
を
実
施
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
る
こ
と
が

３
日
、
関
係
者
へ
の
取
材
で

分
か
っ
た
。
恩
赦
は
裁
判
で

確
定
し
た
刑
罰
を
免
除
し
た

り
、
失
っ
た
資
格
を
回
復
さ

せ
た
り
す
る
も
の
で
、
実
施

ク
レ
ー
ン
で
つ
り
上
げ
ら
れ
て
泳
ぎ
だ
す
「
ジ
ャ
ン
ボ
こ

い
の
ぼ
り
」
＝
３
日
午
後
、
埼
玉
県
加
須
市
の
利
根
川
河

川
敷
（
共
同
通
信
社
ヘ
リ
か
ら
）（
共
同
）

極
右
論
客
ら
「
危
険
」
認
定

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
が
規
制
強
化

　

同
じ
集
会
に
出
席
し
た
公

明
党
の
遠
山
清
彦
憲
法
調
査

会
事
務
局
長
は
「
公
明
党
は

加
憲
の
立
場
か
ら
積
極
的
に

憲
法
議
論
に
参
加
す
る
」
と

語
っ
た
。
集
会
に
は
日
本
維

新
の
会
、
希
望
の
党
の
幹
部

も
出
席
し
た
。

　

一
方
、
立
民
、
国
民
民

主
、
共
産
、
社
民
の
野
党
４

党
首
は
東
京
都
内
の
護
憲
派

集
会
に
出
席
。
立
民
の
枝
野

幸
男
代
表
は
、
森
友
学
園
を

巡
る
財
務
省
の
決
裁
文
書
改

ざ
ん
や
自
衛
隊
日
報
隠
蔽
に

代
表
さ
れ
る
政
権
不
祥
事
に

触
れ
、「
知
る
権
利
」
が
脅

か
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
。「
正

し
い
情
報
が
知
ら
さ
れ
な
い

限
り
、
真
の
民
主
主
義
は
あ

り
得
な
い
。
日
本
は
大
変
な

危
機
に
あ
る
」
と
し
て
、
野

党
各
党
に
連
携
を
求
め
た
。

　

国
民
の
玉
木
雄
一
郎
代

表
は
自
衛
隊
明
記
案
に
関

し
「
自
衛
権
の
範
囲
を
無
制

限
に
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い

る
」
と
批
判
。
共
産
党
の
志

位
和
夫
委
員
長
も
「
首
相

「
過
去
の
清
算
」
も
並
行
し

て
話
し
合
う
。
北
朝
鮮
の
金

正
恩
朝
鮮
労
働
党
委
員
長
が

呼
び
掛
け
に
応
じ
る
か
ど
う

か
、
注
意
深
く
見
極
め
る
構

え
だ
。

　

北
朝
鮮
核
問
題
に
関
す
る

６
カ
国
協
議
の
枠
組
み
で

は
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が

金
氏
と
の
米
朝
非
核
化
交
渉

に
乗
り
出
し
た
ほ
か
、
中

国
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
の
各
首

脳
も
ト
ッ
プ
対
話
に
臨
む
な

ど
、
情
勢
が
大
き
く
動
き
だ

し
て
い
る
。
参
加
国
の
中
で

唯
一
金
氏
と
会
談
し
て
い
な

い
安
倍
首
相
と
し
て
は
、
孤

立
化
を
避
け
る
た
め
、
会
談

へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
引
き
下
げ

て
実
現
に
こ
ぎ
着
け
た
い
考

え
と
み
ら
れ
る
。
開
催
す
る

場
合
、
金
氏
か
ら
拉
致
問
題

解
決
へ
の
前
向
き
姿
勢
を
引

き
出
せ
る
か
が
最
大
の
焦
点

に
な
る
。

　

日
朝
首
脳
会
談
へ
の
新
た

な
対
応
方
針
は
①
条
件
を

付
け
ず
に
金
氏
と
会
う
②

２
０
０
２
年
の
日
朝
平
壌
宣

言
に
基
づ
き
国
交
正
常
化
を

期
待
集
ま
る
女
性
皇
族

国
際
親
善
、
被
災
地
見
舞
い

　
【
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
共
同
】

米
交
流
サ
イ
ト
大
手
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
（
Ｆ
Ｂ
）
は
２
日
、

極
右
思
想
や
陰
謀
論
を
掲
げ

る
政
治
評
論
家
ア
レ
ッ
ク

ス
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
氏
ら
６
人

と
１
団
体
を
「
危
険
」
と
認

定
し
、
ア
カ
ウ
ン
ト
を
永
久

に
削
除
し
、
投
稿
を
認
め
な

い
な
ど
の
新
た
な
措
置
を
発

表
し
た
。
傘
下
の
写
真
共
有

ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

も
同
様
の
措
置
を
取
っ
た
。

　

Ｉ
Ｔ
各
社
は
人
権
団
体
な

ど
の
要
請
を
受
け
、
暴
力
や

憎
悪
犯
罪
（
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ

ム
）
を
助
長
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
へ
の
投
稿
の
規
制

を
強
化
中
。
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
来
年
の
大
統
領
選
を
視

野
に
、
取
り
組
み
は
野
党
の

民
主
党
寄
り
で
「
保
守
派
の

目
指
す
姿
勢
を
強
く
打
ち
出

す
③
北
朝
鮮
が
求
め
る
あ
ら

ゆ
る
議
題
に
関
し
、
腹
を

割
っ
て
話
し
合
う
―
が
柱
。

政
府
筋
は
「
無
条
件
開
催
を

目
指
す
の
は
、
首
相
の
強
い

意
向
だ
」
と
強
調
し
た
。

　

別
の
政
府
関
係
者
は
「
首

相
に
は
、
日
朝
双
方
が
合
意

し
て
い
る
平
壌
宣
言
に
立
ち

戻
り
、
金
氏
と
の
信
頼
関
係

を
構
築
し
て
拉
致
問
題
を
解

決
し
た
い
と
の
思
い
が
あ
る

よ
う
だ
」
と
述
べ
た
。
当
時

の
小
泉
純
一
郎
首
相
と
金
正

日
総
書
記
が
署
名
し
た
平
壌

宣
言
は
、過
去
の
清
算
と「
懸

案
事
項
」
の
解
決
を
通
じ
て

国
交
正
常
化
を
実
現
す
る
と

し
た
内
容
。
拉
致
問
題
は
懸

案
事
項
に
含
ま
れ
る
。

　

日
朝
首
脳
会
談
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
首
相
は
こ
れ
ま

で
「
行
う
以
上
は
、
拉
致
問

題
の
解
決
に
資
す
る
会
談
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
昨

年
６
月
の
参
院
決
算
委
員
会

答
弁
）
な
ど
と
繰
り
返
し
、

無
条
件
開
催
に
否
定
的
な
考

え
を
示
し
て
い
た
。

　

首
相
は
東
京
都
内
で
の
集

会
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、

自
衛
隊
明
記
に
よ
り
「
違
憲

論
争
に
終
止
符
を
打
つ
。
先

頭
に
立
ち
、
責
任
を
し
っ
か

り
果
た
す
決
意
だ
」と
表
明
。

憲
法
に
教
育
充
実
を
書
き
込

む
必
要
性
も
重
ね
て
訴
え

た
。
１
７
年
の
同
じ
集
会
で

２
０
年
施
行
目
標
を
掲
げ
た

経
緯
に
言
及
し
「
今
も
そ
の

気
持
ち
に
変
わ
り
は
な
い
」

と
述
べ
た
。

　

９
条
を
巡
り
「
全
て
の
自

衛
隊
員
が
強
い
誇
り
を
持
っ

て
任
務
を
全
う
で
き
る
環
境

を
整
え
る
」
と
強
調
。
自
民

党
が
条
文
案
を
策
定
し
た
教

育
充
実
に
関
し
「
家
庭
の
経

済
事
情
に
か
か
わ
ら
ず
、
教

育
は
全
て
の
子
ど
も
に
開
か

れ
た
も
の
と
す
る
。
し
っ
か

り
と
憲
法
に
位
置
付
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
。

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相

は
、
日
朝
首
脳
会
談
の
無
条

件
開
催
を
目
指
す
意
向
を
固

め
た
。
複
数
の
政
府
筋
が
３

日
、
明
ら
か
に
し
た
。
日
本

人
拉
致
問
題
の
進
展
を
開
催

の
前
提
条
件
に
置
く
と
し
た

従
来
方
針
を
事
実
上
転
換
し

た
。
近
く
北
朝
鮮
に
伝
え
る

方
向
。
先
方
か
ら
求
め
が
あ

れ
ば
、
植
民
地
支
配
を
巡
る

「博多どんたく港まつり」が開幕し、福岡市
内を練り歩く「博多松囃子」＝３日午後（共同）

　

恩
赦
は
憲
法
と
恩
赦
法
で

規
定
。
対
象
と
な
る
罪
や
刑

の
種
類
な
ど
を
政
令
で
決
め

て
一
律
実
施
す
る
政
令
恩
赦

と
、
本
人
の
申
請
に
基
づ
き

中
央
更
生
保
護
審
査
会
が
可

否
を
審
査
す
る
個
別
恩
赦
に

大
別
さ
れ
る
。

　

政
令
恩
赦
に
は
有
罪
の
効

力
を
失
わ
せ
る
大
赦
、
刑
を

軽
く
す
る
減
刑
、
有
罪
に
よ

る
資
格
制
限
を
回
復
す
る
復

権
が
あ
る
。

　

個
別
恩
赦
は
毎
年
数
十
件

程
度
認
め
ら
れ
て
い
る
常
時

恩
赦
と
、
政
令
恩
赦
か
ら
漏

れ
た
人
に
配
慮
し
、
内
閣
が

定
め
た
基
準
に
沿
っ
て
審
査

す
る
特
別
基
準
恩
赦
の
二
つ

に
分
け
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に

も
有
罪
の
効
力
を
失
わ
せ
る

特
赦
、
刑
は
変
更
し
な
い
が

執
行
を
免
除
す
る
刑
の
執
行

の
免
除
の
ほ
か
、
減
刑
、
復

権
が
あ
る
。

　

三
権
分
立
の
例
外
と
さ
れ

る
恩
赦
を
巡
っ
て
は
、
実
施

に
抑
制
的
で
あ
る
べ
き
だ
と

の
声
は
根
強
い
。
特
に
復
権

の
利
益
が
あ
る
の
は
、
ほ
と

ん
ど
が
公
民
権
停
止
中
の
選

挙
違
反
者
で
、「
政
治
恩
赦
」

と
の
批
判
も
あ
る
。

博
多
ど
ん
た
く

も
改
元
熱
気

祝
福
ム
ー
ド
漂
う

イ
ロ
・
ヤ
ノ
プ
ル
ス
氏
、
黒

人
イ
ス
ラ
ム
組
織
「
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
イ
ス
ラ
ム
」

指
導
者
で
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を

掲
げ
る
ル
イ
ス
・
フ
ァ
ラ
カ

ン
氏
ら
。
ジ
ョ
ー
ン
ズ
氏
の

団
体「
イ
ン
フ
ォ
ウ
ォ
ー
ズ
」

の
ア
カ
ウ
ン
ト
も
禁
じ
た
。

　

短
文
投
稿
サ
イ
ト
の
ツ

イ
ッ
タ
ー
は
既
に
、
ジ
ョ
ー

ン
ズ
氏
が
倫
理
規
定
に
違
反

し
た
と
し
て
永
久
に
ア
カ
ウ

ン
ト
を
禁
止
。
ト
ラ
ン
プ
氏

の
よ
う
な
公
人
の
投
稿
に
つ

い
て
は
、
規
約
違
反
の
場
合

で
も
削
除
せ
ず
、
専
用
の
ラ

ベ
ル
（
標
識
）
を
付
け
て
区

別
す
る
例
外
措
置
を
検
討
し

て
い
る
。

主
張
が
排
除
さ
れ
て
い
る
」

と
反
発
を
強
め
て
い
る
。

　

Ｆ
Ｂ
が
対
象
と
し
た
の

は
、
白
人
至
上
主
義
を
掲
げ

る
極
右
思
想
「
オ
ル
ト
・
ラ

イ
ト
」
の
代
表
的
な
論
客
の

ポ
ー
ル
・
ネ
ー
レ
ン
氏
や
マ

北
朝
鮮
、
数
百
万
人
飢
餓
迫
る

深
刻
な
食
料
不
足
と
Ｗ
Ｆ
Ｐ

　
【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
共
同
】
国

連
機
関
の
世
界
食
糧
計
画

（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
は
３
日
、
北
朝

鮮
の
２
０
１
８
年
の
農
業
生

産
が
過
去
１
０
年
で
最
低
と

な
り
、
深
刻
な
食
料
不
足
か

ら
数
百
万
人
に
飢
餓
状
態
が

迫
っ
て
い
る
と
発
表
し
た
。

約
１
０
１
０
万
人
が
十
分
な

食
料
を
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、

国
際
支
援
が
必
要
だ
と
し
て

い
る
。

　

Ｗ
Ｆ
Ｐ
は
国
連
食
糧
農
業

機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
と
共
同
で

３
月
末
か
ら
４
月
中
旬
ま
で

北
朝
鮮
で
現
地
調
査
を
実

施
。
こ
れ
に
基
づ
き
公
表
し

た
緊
急
報
告
に
よ
る
と
、
北

朝
鮮
の
１
８
年
の
農
業
生

産
は
約
４
９
０
万
ト
ン
で
、

１
３
６
万
ト
ン
が
不
足
し
て

い
る
。
１
９
年
春
収
穫
の
小

麦
な
ど
の
生
産
見
込
み
も
良

　
【
共
同
】
上
皇
ご
夫
妻
が

一
切
の
公
務
か
ら
退
か
れ
、

皇
室
の
メ
ン
バ
ー
が
限
ら
れ

る
中
、
女
性
皇
族
へ
の
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
。
毎
年
開

催
さ
れ
る
地
方
行
事
へ
の
出

席
の
ほ
か
、
国
際
親
善
の
舞

台
や
被
災
地
訪
問
な
ど
、
従

来
の
活
動
を
支
え
る
役
割
が

今
後
も
増
え
そ
う
だ
。

　

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
は
、

上
皇
ご
夫
妻
の
ほ
と
ん
ど
の

公
務
を
引
き
継
ぐ
。
両
陛
下

が
皇
太
子
時
代
に
し
て
き
た

公
務
の
多
く
は
皇
嗣
秋
篠
宮

ご
夫
妻
へ
回
る
が
、「
献
血

運
動
推
進
全
国
大
会
」
は
紀

子
さ
ま
（
５
２
）、「
全
国
農

業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
」
は
寛

仁
親
王
妃
信
子
さ
ま（
６
４
）

が
そ
れ
ぞ
れ
出
席
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

秋
篠
宮
ご
夫
妻
が
担
当
し

て
き
た
分
で
、
担
い
手
に
穴

が
開
い
た
「
国
体
総
合
閉

会
式
」「
全
国
都
市
緑
化
祭
」

な
ど
は
、
秋
篠
宮
家
の
長
女

眞
子
さ
ま
（
２
７
）
が
臨
む
。

眞
子
さ
ま
は
代
替
わ
り
前
か

ら
、
友
好
親
善
の
た
め
の
外

国
公
式
訪
問
を
重
ね
て
お

り
、
７
月
中
旬
に
は
、
日
本

人
移
住
１
２
０
周
年
を
迎
え

る
ペ
ル
ー
と
ボ
リ
ビ
ア
の
訪

問
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

今
春
、
国
際
基
督
教
大

を
卒
業
し
た
次
女
佳
子
さ

ま
（
２
４
）
は
大
学
院
進
学

が
改
憲
の
旗
を
振
る
こ
と
自

体
が
憲
法
違
反
だ
。
参
院
選

で
決
着
を
つ
け
よ
う
」
と
ア

ピ
ー
ル
し
た
。
社
民
党
の
又

市
征
治
党
首
は
「
か
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
は
憲
法
で

は
な
く
、
安
倍
政
権
だ
」
と

訴
え
た
。

憲
法
改
正
派
集
会
に
寄
せ
ら
れ
た
、
安
倍
首
相
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
＝
３
日
午
後
、
東
京
都
千
代
田
区
（
共
同
）

　
【
共
同
】
こ
い
の
ぼ
り
の

産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
埼
玉

県
加
須
市
の
利
根
川
河
川
敷

で
３
日
、
全
長
１
０
０
メ
ー

ト
ル
、
重
さ
３
３
０
キ
ロ
の

「
ジ
ャ
ン
ボ
こ
い
の
ぼ
り
」

が
青
空
を
泳
ぎ
、
約
１
２
万

人
が
楽
し
ん
だ
。

　

１
回
目
の
挑
戦
で
は
口
の

輪
が
破
損
。
部
品
を
交
換
し

て
臨
ん
だ
２
回
目
で
、
ピ
ン

ク
や
青
に
彩
ら
れ
た
巨
大
な

こ
い
の
ぼ
り
が
よ
う
や
く
宙

に
浮
く
と
、
待
ち
か
ね
た
観

客
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　

ジ
ャ
ン
ボ
こ
い
の
ぼ
り

は
町
お
こ
し
の
一
環
で

１
９
８
８
年
に
始
ま
り
、
現

在
は
４
代
目
。
デ
ザ
イ
ン
は

加
須
市
の
こ
い
の
ぼ
り
職
人

が
手
が
け
た
。

　

家
族
と
一
緒
に
訪
れ
た
千

葉
県
柏
市
の
中
学
１
年
高
塚

陽
向
さ
ん
（
１
２
）
は
「
１

回
目
に
口
が
壊
れ
て
心
配
し

た
け
ど
、
２
回
目
で
上
が
っ

て
良
か
っ
た
」
と
、
う
れ
し

そ
う
に
話
し
た
。

過
去
最
多
と
な
る
見
込
み
。

改
元
へ
の
祝
福
ム
ー
ド
も
漂

い
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ

た
。

　

快
晴
の
下
、
祭
り
の
起
源

と
さ
れ
る
福
神
、
え
び
す
、

大
黒
が
馬
に
乗
っ
て
登
場
す

る「
博
多
松
囃
子
」で
ス
タ
ー

ト
し
た
。
歩
行
者
天
国
と

な
っ
た
市
内
中
心
部
約
１
・

３
キ
ロ
を
、
多
彩
な
衣
装
に

身
を
包
ん
だ
参
加
者
が
踊
る

な
ど
し
な
が
ら
行
進
。
沿
道

で
は
多
く
の
観
客
が
手
拍
子

や
掛
け
声
で
盛
り
上
げ
た
。

　

福
岡
市
の
精
華
女
子
高
校

の
吹
奏
楽
部
は
、
演
奏
に
合

わ
せ
て
令
和
と
書
か
れ
た
プ

ラ
カ
ー
ド
を
振
り
、
改
元
を

祝
っ
た
。

や
就
職
は
せ
ず
、
公
務
に
専

念
す
る
考
え
。
在
学
中
か
ら

手
話
の
高
校
生
大
会
な
ど
に

出
席
し
、
今
後
は
、
外
交
関

係
樹
立
１
５
０
周
年
を
迎
え

る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ハ
ン
ガ

リ
ー
へ
の
訪
問
が
調
整
中

だ
。

　

眞
子
さ
ま
と
佳
子
さ
ま

は
、
秋
篠
宮
さ
ま
に
同
行
し

て
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

を
訪
れ
て
き
た
。
震
災
の
記

憶
を
語
り
継
ぐ
拠
点
の
視
察

や
、
親
を
失
っ
た
子
ど
も
た

ち
と
交
流
し
た
経
験
が
あ

り
、
今
後
も
被
災
地
の
復
興

を
見
守
っ
て
い
く
。

　

高
円
宮
妃
久
子
さ
ま

（
６
５
）
は
日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会
や
日
本
ホ
ッ
ケ
ー
協
会

な
ど
２
０
以
上
の
総
裁
、
名

誉
総
裁
を
務
め
、
多
忙
を
極

め
る
。

　

両
陛
下
の
長
女
愛
子
さ
ま

（
１
７
）
は
高
校
３
年
に
進

学
し
た
ば
か
り
で
、
本
格
的

な
公
務
は
ま
だ
先
と
な
る
。

く
な
い
と
い
う
。

　

こ
の
結
果
、
今
年
１
月
か

ら
国
民
１
人
当
た
り
の
食
料

配
給
量
が
１
日
３
０
０
グ
ラ

ム
に
減
ら
さ
れ
た
。
１
８
年

は
３
８
０
グ
ラ
ム
だ
っ
た
。

　

Ｗ
Ｆ
Ｐ
は
コ
メ
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
、
キ
ム
チ
、
野
菜
類
が

食
事
の
中
心
で
、
卵
な
ど
タ

ン
パ
ク
質
を
摂
取
で
き
る
家

庭
は
少
な
い
と
指
摘
。
地
方

で
は
栄
養
失
調
の
人
が
４
割

を
超
え
、
子
ど
も
の
２
割
が

発
育
障
害
に
な
っ
て
い
る
と

し
た
。

　

家
族
と
旅
行
で
来
た
と

い
う
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区

の
会
社
員
渡
辺
ひ
か
り
さ

ん
（
２
６
）
は
「
子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
み
ん
な
で
楽

し
ん
で
い
て
最
高
の
雰
囲
気

だ
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し

た
。
主
催
団
体
は
２
日
間
で

２
０
０
万
人
の
人
出
を
見
込

ん
で
い
る
。

始
ま
っ
た
。
主
催
団
体
に
よ

る
と
、
今
年
は
延
べ
７
７
７

団
体
の
約
３
万
６
千
人
が
参

加
す
る
予
定
で
、
い
ず
れ
も

　
【
共
同
】

大
型
連
休

後
半
の
３

日
、
福
岡

市
で
市

民
ら
に
よ

る
恒
例
の

大
規
模
パ

レ
ー
ド

「
博
多
ど

ん
た
く
港

ま
つ
り
」

が
２
日
間

の
日
程
で
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「
敗
れ
て
い
な
い
」と
抵
抗
継
続
主
張
も

テ
ン
デ
ン
シ
ア
ス
社
は
、「
成

立
は
１
０
月
、
削
減
効
果
は

６
４
０
０
億
レ
」
と
回
答
し

た
。
同
社
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、

フ
ァ
ビ
オ
・
ク
レ
イ
ン
氏
は
、

審
議
過
程
で
改
革
内
容
が

変
わ
る
可
能
性
の
他
に
、
将

来
の
経
済
動
向
の
不
透
明
性

も
、
削
減
効
果
を
変
動
さ
せ

る
要
因
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

同
氏
は
さ
ら
に
、「
当
初
は『
テ

メ
ル
政
権
よ
り
も
踏
み
込
ん

だ
内
容
』
と
市
場
に
評
価
さ

れ
て
い
た
の
に
、
１
週
間
後

に
は
す
ぐ
、
大
統
領
が
最
低

年
齢
の
引
き
下
げ
を
口
に
し

た
」
と
も
語
っ
た
。

　

証
券
取
引
、
資
産
管
理

業
務
を
行
う
Ｕ
Ｂ
Ｓ
グ
ル
ー

プ
の
伯
国
支
社
主
席
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
、
ト
ニ
ー
・
ヴ
ォ
ウ

ポ
ン
氏
は
、「
削
減
効
果
が

６
千
億
レ
以
下
で
は
危
険

だ
。
政
府
は
あ
る
程
度
の
譲

歩
を
覚
悟
し
て
い
る
だ
ろ
う

が
、
市
場
と
し
て
は
な
る
べ

く
力
強
い
改
革
（
大
き
な
削

減
）
を
期
待
し
た
い
」
と
語
っ

た
。
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
「
成
立
時
期

は
第
３
四
半
期
、
削
減
効
果

　

４
月
３
０
日
に
国
民
蜂
起
を
呼
び
か
け
た
が
、
軍
関
係
者
の
参
加
が
予
想
を
下

回
り
、
ニ
コ
ラ
ス
・
マ
ド
ゥ
ー
ロ
政
権
の
即
時
打
倒
に
は
至
ら
な
か
っ
た
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
の
フ
ア
ン
・
グ
ア
イ
ド
国
民
議
会
議
長
が
、
３
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
、「
国
外
か
ら
の
軍
事
介
入
は
否
定
し
な
い
。
だ
が
、
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
に
と
っ
て
最
後
の
手
段
だ
」
な
ど
と
語
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

５
７
人
）
が
死
亡
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
グ
ア
イ
ド
氏

は
、「
そ
れ
が
政
府
の
で
き
る

唯
一
の
こ
と
だ
」と
批
判
。「
で

も
、
政
府
は
弱
体
化
し
て
い

る
。
多
数
派
は
私
た
ち
だ
」

と
主
張
し
た
。

　

グ
ア
イ
ド
氏
は
ま
た
、「
６

〜
９
カ
月
後
に
民
主
主
義
再

建
の
た
め
の
選
挙
を
行
い
た

い
」
と
し
、
マ
ド
ゥ
ー
ロ
氏
の

統
一
社
会
党
に
も
参
加
し
て

も
ら
う
と
語
っ
た
。

　

国
外
か
ら
の
軍
事
介
入
の

可
能
性
に
関
し
て
は
、「
捨
て

て
は
い
な
い
。
マ
ド
ゥ
ー
ロ
政

権
で
は
そ
れ
が
起
き
て
も
や

む
な
し
だ
が
、
そ
れ
は
あ
く

ま
で
最
後
の
手
段
だ
」
と
の

見
解
を
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、
グ
ア
イ
ド
氏
は
こ

の
取
材
で
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大

統
領
と
も
「
４
月
３
０
日
に

話
を
し
た
が
、
と
て
も
心
配

し
て
い
た
」
と
語
っ
た
。
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
自
身
も
フ
ォ
ー
リ
ャ

紙
の
取
材
に
対
し
、「
外
交
が

許
す
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
、
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
の
民
主
主
義
の
た
め

に
尽
く
し
た
い
」
と
語
っ
て
い

る
。

　
一
方
の
マ
ド
ゥ
ー
ロ
大
統
領

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
２

日
、
Ｓ
Ｂ
Ｔ
局
の
ニ
ュ
ー
ス

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
、
着
て

い
た
シ
ャ
ツ
を
上
げ
て
、
右

胸
の
部
分
に
あ
る
傷
跡
を
見

せ
た
。
こ
れ
は
昨
年
９
月
６

日
、
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス

州
ジ
ュ
イ
ス
・
ダ
・
フ
ォ
ラ

で
の
大
統
領
選
キ
ャ
ン
ペ
ー

は
２
日
、
カ
ラ
カ
ス
市
内
で

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
軍
兵
士
ら
と
の

行
進
を
行
い
、
軍
が
味
方
に

つ
い
て
い
る
こ
と
を
見
せ
つ
け

た
。
同
日
に
は
最
高
裁
を
通

し
、
ス
ペ
イ
ン
大
使
館
に
身

を
寄
せ
て
い
る
ロ
ペ
ス
氏
逮
捕

も
命
じ
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
は

引
渡
し
に
応
じ
な
い
意
向
だ
。

　

な
お
、
ロ
ペ
ス
氏
は
４
月

３
０
日
、
グ
ア
イ
ド
氏
と
共

に
支
持
者
ら
の
前
に
立
ち
、

国
民
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
録
画
し
た
が
、
体
制
派
に

よ
る
身
柄
拘
束
を
避
け
る
た

め
、
チ
リ
大
使
館
に
身
を
寄

せ
た
後
、
ス
ペ
イ
ン
大
使
館

に
移
動
し
た
。
２
日
に
は
、

自
宅
軟
禁
中
に
軍
関
係
者
と

接
触
し
て
い
た
こ
と
や
相
当

グ
ア
イ
ド
議
長
が
Ｆ
紙
に
語
る

は
６
千
億
レ
〜
８
千
億
レ
」

と
予
想
し
て
い
る
。

　

Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
、「
１
０
年

間
で
７
千
億
レ
規
模
の
歳

出
削
減
が
な
さ
れ
れ
ば
、

２
０
２
０
年
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が

２
・
９
％
成
長
す
る
。
２
１

〜
２
９
年
も
年
平
均
で
２
・

５
％
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
が
可
能

だ
ろ
う
」
と
試
算
し
て
い
る
。

　

金
融
関
係
者
は
、「
公
平

に
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
予
想

し
た
」
と
の
体
裁
を
と
っ
て
は

い
る
が
、
言
葉
に
は
、
希
望

的
観
測
が
見
え
隠
れ
し
て
い

る
。
し
か
し
、
政
治
リ
ス
ク
、

地
政
学
リ
ス
ク
分
析
を
専
門

と
す
る
コ
ン
サ
ル
会
社
ユ
ー

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
歳
出
削
減

効
果
を
最
も
高
く
予
想
し

た
の
は
、「
６
７
０
０
億
〜

９
９
０
０
億
レ
ア
ル
」
と
予

想
し
た
イ
タ
ウ
・
ウ
ニ
バ
ン

コ
社
だ
っ
た
。
同
社
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
の
ペ
ド
ロ
・
シ
ュ
ナ
イ

ダ
ー
氏
は
「
成
立
は
８
月
」

と
の
予
想
し
た
上
で
、「
今

後
、
改
革
内
容
が
緩
や
か
に

な
る
可
能
性
も
あ
る
か
ら
、

削
減
効
果
の
予
想
に
幅
を
持

た
せ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の

　
【
既
報
関
連
】
連
邦
政
府

は
、
現
在
議
論
さ
れ
て
い
る

社
会
保
障
制
度
改
革
が
成
立

し
た
際
の
歳
出
削
減
効
果
を
、

「
１
０
年
間
で
１
兆
２
千
億

レ
ア
ル
」
と
喧
伝
し
て
い
る

が
、
国
内
各
銀
行
や
金
融
機

関
の
見
立
て
は
大
き
く
異
な

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
３
日

付
エ
ス
タ
ー
ド
（
Ｅ
）
紙
が

報
じ
た
。

　

Ｅ
紙
は
各
金
融
機
関
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、「
社
会
保

障
制
度
改
革
が
成
立
す
る
時

期
」
と
、「
歳
出
削
減
効
果
」

公
平
な
分
析
と
裏
腹
に
希
望
的
観
測
も

伯
国
の
自
由
度
は
１
０
５
番
目

ラ
シ
ア
グ
ル
ー
プ
は
、「
成
立

は
８
月
か
９
月
、
削
減
効
果

は
４
千
億
レ
〜
６
千
億
レ
」

と
厳
し
い
予
想
だ
。

特
別
委
員
会
は
来
週
開
会

　　

ま
た
、
Ｅ
紙
は
７
日
か
ら

開
会
予
定
の
特
別
委
員
会
の

展
開
を
予
測
し
た
。
４
９

人
の
委
員
の
内
、
２
５
人
が

賛
成
す
れ
ば
特
別
委
通
過
と

な
る
が
、
Ｅ
紙
の
調
査
に
よ

る
と
、
現
時
点
で
の
賛
成
は

１
９
人
で
、
１
３
人
は
「
農

村
年
金
、受
給
条
件
厳
格
化
、

受
け
取
り
額
も
減
少
」
を
撤

廃
す
る
な
ら
賛
成
と
し
て
い

る
。
反
対
は
７
人
、
部
分
的

に
反
対
は
３
人
、
中
立
が
４

人
だ
っ
た
。
残
る
３
人
は
、

委
員
会
出
席
議
員
を
決
め
て

い
な
い
伯
国
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ

Ｂ
）
の
分
だ
。

指
し
た
も
の
」
で
、「
軍
部
と

も
話
し
合
い
を
重
ね
て
き
た
」

と
主
張
し
た
。
だ
が
、「
政

府
を
打
倒
で
き
る
ほ
ど
の
軍

が
集
ま
ら
な
か
っ
た
」
と
振

り
返
り
、「
我
々
は
敗
北
し

た
わ
け
で
は
な
い
」
と
主
張

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
グ
ア
イ
ド
氏
と
同

じ
大
衆
意
思
党
の
リ
ー
ダ
ー

で
、
自
宅
軟
禁
中
だ
っ
た
レ

オ
ポ
ル
ド
・
ロ
ペ
ス
氏
に
恩

赦
を
与
え
た
こ
と
に
関
し
て

は
、「（
国
民
議
会
が
認
定
し

た
）
暫
定
大
統
領
と
い
う
立

場
で
恩
赦
を
出
す
の
は
難
し

い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
」と
し
、

新
し
い
体
制
形
成
の
た
め
に

共
に
戦
っ
て
い
る
と
い
う
立
場

を
示
し
た
。

　

他
方
、
ク
ー
デ
タ
ー
以
後

に
マ
ド
ゥ
ー
ロ
政
権
の
圧
制

が
激
化
し
、
１
日
以
降
、
国

家
警
備
隊
の
発
砲
な
ど
を
受

け
た
反
体
制
派
の
国
民
４
人

（
今
年
に
入
っ
て
か
ら
で
は

パウロ・ゲデス経済相
(Valter Campanato / Agencia Brasil)

報道の自由度に黄信号が点っているブラジル
（Antonio Cruz/Arquivo/Agência Brasil）

支
持
者
達
の
前
で
「
軍
の
支
援
を
得
た
」
と
宣
言
す
る
グ
ア
イ
ド
氏

（
４
月
３
０
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
の
記
事
の
一
部
）

権
力
見
せ
つ
け
る
マ
ド
ゥ
ー
ロ

世界報道自由デー

数
の
兵
士
が
蜂
起
の
意
思
を

表
明
し
て
い
た
こ
と
を
明
か

し
、「
民
主
主
義
再
建
の
た

め
の
行
動
が
後
戻
り
す
る
こ

と
は
な
い
」
と
の
見
解
も
表

明
し
た
。

ン
期
間
中
、
暴
漢
に
よ
っ
て

刺
さ
れ
た
跡
だ
。「《
あ
れ
は

芝
居
だ
っ
た
》
と
い
う
人
が

い
ま
だ
に
い
る
の
で
」
と
い

う
大
統
領
は
、
傷
を
直
接
見

せ
る
こ
と
で
視
聴
者
に
証
明

し
よ
う
と
し
た
。
確
か
に
そ

の
件
に
つ
い
て
は
、
ネ
ッ
ト

上
で
も
、「
あ
れ
は
実
は
ナ

イ
フ
は
当
た
っ
て
い
な
か
っ

た
」「
血
が
流
れ
て
い
な
い
」

な
ど
、
動
画
や
冗
談
画
像
が

流
れ
、
話
題
に
な
り
続
け
て

い
た
。
果
た
し
て
、
今
回
の

行
為
に
よ
っ
て
そ
れ
は
止
ま

る
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖
市
地
下
鉄
と
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ

が
、
ビ
リ
ェ
ッ
テ
・
ウ
ニ
コ

の
不
正
に
関
す
る
調
査
を

行
う
べ
く
、
監
査
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
と
契
約
を
結
ん

だ
。
ビ
リ
ェ
ッ
テ
・
ウ
ニ
コ

は
こ
の
２
線
に
と
っ
て
最
大

の
収
入
源
だ
が
、
こ
の
５
年

間
減
益
続
き
で
、
２
０
１
８

年
に
は
１
億
６
千
万
レ
ア
ル

の
赤
字
も
記
録
し
た
。
聖
州

管
轄
の
地
下
鉄
や
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ

と
違
い
、
ビ
リ
ェ
ッ
テ
・
ウ

ニ
コ
は
聖
市
の
管
轄
だ
が
、

一
体
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
ビ
リ
ェ
ッ
テ
・
ウ
ニ
コ

は
最
近
、
利
用
が
登
録
制
へ

制
限
さ
れ
て
い
く
な
ど
、
不

便
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
解

明
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

サ
ッ
カ
ー
の
全
国
選
手
権

は
今
日
、
明
日
で
早
く
も
第

３
節
に
入
る
が
、
注
目
カ
ー

ド
は
、
共
に
聖
市
内
で
行
わ

れ
る
、
ア
リ
ア
ン
ツ
・
パ
ル

ケ
で
の
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
対
イ

ン
テ
ル
ナ
シ
オ
ナ
ル
、
と
し

て
、
モ
ル
ン
ビ
で
の
サ
ン
パ

ウ
ロ
対
フ
ラ
メ
ン
ゴ
だ
。
聖

市
勢
の
対
戦
相
手
は
い
ず
れ

も
今
期
の
優
勝
候
補
で
、
リ

ベ
ル
タ
ド
ー
レ
ス
杯
で
も
活

躍
中
。
序
盤
最
初
の
山
場
と

言
え
そ
う
だ
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
２

日
、
伯
国
の
Ｔ
Ｖ
局
Ｓ
Ｂ
Ｔ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、「
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
（
亜
国
）
情
勢

の
方
が
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
よ
り
も

心
配
だ
」
と
語
っ
た
と
、
３

日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

　

亜
国
大
統
領
選
は
１
０
月

２
７
日
に
行
わ
れ
る
。
ク
リ

ス
チ
ー
ナ
・
キ
ル
チ
ネ
ル
前

大
統
領
は
数
々
の
汚
職
容
疑

で
刑
事
被
告
人
と
な
っ
て
い

る
が
、
世
論
調
査
で
は
現
職

右
派
の
マ
ク
リ
大
統
領
を
上

回
る
支
持
を
得
て
い
る
。
２

人
が
決
選
投
票
に
進
ん
だ
と

の
仮
定
で
の
支
持
率
調
査
で

は
、
キ
ル
チ
ネ
ル
氏
が
９
ポ

イ
ン
ト
リ
ー
ド
し
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
、

「
キ
ル
チ
ネ
ル
氏
が
勝
っ
た

ら
、
亜
国
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
に
違

い
な
い
」
と
語
っ
た
。　

　

亜
国
で
は
３
月
の
イ
ン
フ

レ
率
が
４
・
７
％
に
達
し
、

総
人
口
の
３
２
％
が
貧
困
層

に
転
落
し
た
。「
企
業
家
と

し
て
の
手
腕
を
活
か
し
、
自

由
主
義
経
済
政
策
で
国
家
を

繁
栄
さ
せ
る
。
イ
ン
フ
レ
を

止
め
る
」
と
主
張
し
、
１
５

年
選
挙
で
当
選
し
た
マ
ク
リ

大
統
領
の
再
選
は
危
う
く

な
っ
て
い
る
。

　

右
派
、
保
守
派
思
想
が
行

き
過
ぎ
て
、「
過
剰
な
左
派

嫌
い
」
な
伯
国
の
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
は
、
南
米
諸
国
の

中
で
伯
国
と
並
ぶ
存
在
感
を

持
つ
隣
国
の
亜
国
が
左
派
体

制
に
戻
る
か
も
し
れ
な
い
と

考
え
る
だ
け
で
虫
唾
が
走
る

思
い
の
よ
う
だ
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
に
近

い
筋
か
ら
は
、「
南
米
大
陸

の
南
（
亜
国
）
に
社
会
主
義

国
家
、
北
（
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
）

に
は
麻
薬
密
売
に
染
ま
っ
た

共
産
主
義
国
家
と
な
れ
ば
、

伯
国
に
と
っ
て
非
常
に
や
っ

か
い
な
状
況
が
生
じ
る
」
と

の
発
言
も
出
て
い
る
。

　

世
界
報
道
自
由
デ
ー
の
３

日
、
全
国
新
聞
協
会
（
Ａ
Ｎ

Ｊ
）
や
全
国
雑
誌
発
行
者
協

会
（
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
）、ブ
ラ
ジ
ル・

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
放
送
協
会

（
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
が
共
同
で
、

国
民
に
は
知
る
権
利
が
あ
り
、

報
道
機
関
に
は
知
ら
せ
る
義

務
が
あ
る
と
訴
え
る
広
告
を

出
し
た
。

　

世
界
報
道
自
由
デ
ー
は
、

世
界
人
権
宣
言
第
１
９
条
が

謳
っ
て
い
る
表
現
の
自
由
や

報
道
の
自
由
の
重
要
性
を
喚

起
す
る
と
共
に
、
各
国
政
府

が
報
道
の
自
由
を
尊
重
し
、

支
持
す
る
義
務
が
あ
る
事
を

認
識
す
る
た
め
、
１
９
９
３

年
１
２
月
に
定
め
ら
れ
た
。

　

だ
が
、
４
月
１
８
日
付
ア

ジ
ェ
ン
シ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
に

よ
る
と
、
伯
国
の
報
道
の
自

由
度
は
世
界
１
８
０
カ
国
中

１
０
５
位
で
、
昨
年
よ
り
三

つ
陥
落
。
現
在
は
黄
信
号
だ

が
、
赤
信
号
の
「
困
難
」
ま

で
あ
と
僅
か
だ
と
い
う
。

　

国
境
な
き
記
者
団
（
Ｒ
Ｓ

Ｆ
）
と
い
う
非
政
府
団
体
に

よ
る
と
、
近
年
は
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
へ
の
迫
害
、
憎
悪
が

拡
大
し
て
お
り
、
報
道
関
係

者
を
取
り
巻
く
環
境
が
「
良

い
」「
比
較
的
良
い
」
と
さ

れ
た
国
の
割
合
が
、
昨
年
の

２
６
％
（
１
７
カ
国
）
か

ら
２
４
％
（
１
５
カ
国
）
に

減
っ
た
。
逆
に
、「
困
難
」「
非

常
に
深
刻
」
と
さ
れ
た
国
は

３
９
％
か
ら
４
０
％
に
増
え

た
。

　

Ｒ
Ｓ
Ｆ
ラ
米
地
区
担
当
の

エ
マ
ヌ
エ
ル
・
コ
ロ
ン
ビ
エ
氏

に
よ
る
と
、
伯
国
の
１
０
５

位
は
、
２
０
０
２
年
の
ラ
ン

キ
ン
グ
発
表
開
始
以
来
、
最

低
だ
。
評
価
が
落
ち
た
の
は
、

昨
年
起
き
た
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
４
人
の
殺
害
事
件
が
主

要
因
だ
と
い
う
。

　

伯
国
以
下
の
評
価
を
受
け

た
ラ
米
諸
国
は
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
へ
の
暴
行
や
迫
害
、

投
獄
が
増
え
、
２
４
位
落
ち

て
１
１
４
位
に
な
っ
た
ニ
カ

ラ
グ
ア
、
昨
年
も
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
が
１
０
人
殺
さ
れ
、

１
４
４
位
だ
っ
た
メ
キ
シ
コ
、

外
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

逮
捕
や
追
放
、
政
府
を
批
判

す
る
報
道
機
関
の
電
波
カ
ッ

ト
な
ど
が
続
き
、
５
位
陥
落

し
て
１
４
８
位
と
な
っ
た
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
の
み
だ
。

　

４
月
３
０
日
付
Ｇ
１
サ
イ

ト
に
よ
る
と
、
伯
国
で
は
、

１
９
９
５
〜
２
０
１
８
年
に

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
６
４
人
が

殺
さ
れ
て
お
り
、
記
者
に
と
っ

て
は
世
界
で
６
番
目
に
危
険

な
国
だ
と
い
う
。
州

別
死
者
数
上
位
は
、

リ
オ
（
１
３
人
）、
バ

イ
ア
（
７
人
）、
マ
ラ

ニ
ョ
ン（
６
人
）と
な
っ

て
い
る
。

　

年
別
の
死
者
は

２
０
１
５
年
の
８
人

が
最
多
。
２
０
０
１

〜
１
６
年
の
死
者

の
平
均
は
６
人
だ
。

　

伯
国
演
劇
界
を
代
表
す
る

演
出
家
の
ア
ン
ト
ゥ
ネ
ス
・

フ
ィ
ー
リ
ョ
が
２
日
、
肺
が
ん

の
た
め
、
入
院
先
の
聖
市
シ

リ
オ
・
リ
バ
ネ
ス
病
院
で
亡

く
な
っ
た
。
８
９
歳
だ
っ
た
。

３
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い

る
。

　

１
９
２
９
年
に
聖
市
で
ポ

ル
ト
ガ
ル
移
民
の
子
ど
も
と

し
て
生
ま
れ
た
ア
ン
ト
ゥ
ネ

ス
は
、
幼
い
頃
に
母
親
に
連

れ
ら
れ
て
見
た
演
劇
に
夢
中

に
な
り
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
総
合

大
学
法
学
部
に
入
学
し
た
も

の
の
中
退
。
本
格
的
に
演
劇

を
志
す
。

　

１
９
５
１
年
に
は
「
ジ
ュ

ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー
デ
劇
団
」
を

結
成
し
、
聖
市
市
営
劇
場
で

チ
ェ
ー
ホ
フ
の
演
劇
な
ど
を

披
露
し
は
じ
め
て
い
る
。
そ

の
後
、
ブ
ラ
ジ
ル
喜
劇
劇
場

の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
そ
こ
で

演
出
家
の
ジ
エ
ン
ビ
ン
ス
キ
ー

に
師
事
す
る
。

　

自
身
の
演
出
デ
ビ
ュ
ー
は

英
国
の
劇
作
家
ノ
エ
ル
・
カ

ワ
ー
ド
の「
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
」

だ
。
１
９
５
８
年
に
「
ア
ン

ネ
・
フ
ラ
ン
ク
の
日
記
」
の

演
出
を
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ

が
大
ヒ
ッ
ト
。
以
後
、
売
れ
っ

子
演
出
家
と
な
り
、
２
０
年

間
で
２
０
本
の
演
出
を
手
が

け
た
。

　

そ
し
て
８
０
年
代
、
彼
自

身
の
代
名
詞
的
存
在
と
な
る

「
調
査
セ
ン
タ
ー
劇
団
〈
Ｃ

Ｐ
Ｔ
〉」
を
旗
揚
げ
し
、
そ
こ

で
、９
０
年
代
に
か
け
て
「
マ

ク
ベ
ス
」
や
「
ド
ラ
キ
ュ
ラ
」

な
ど
を
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
。

　

演
出
家
と
し
て
の
彼
は
、

「
常
に
新
し
い
演
出
法
を
模

索
し
、
伯
国
演
劇
界
に
新
し

い
手
法
を
も
た
ら
し
た
」
と

称
さ
れ
た
。
指
導
の
内
容
は

脚
本
の
解
釈
や
演
技
の
仕
方

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
多
く

の
俳
優
も
育
て
て
き
た
。

外国為替市況
中銀サイトより

５月３日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.9386  R$
買　3.9368  R$

円相場
売　0.0355  R$
買　0.0354  R$

「国際軍事介入は最後の手段」
　
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
グ
ア

イ
ド
氏
の
身
の
保
証
の
た
め
、

首
都
カ
ラ
カ
ス
市
内
で
行
わ

れ
た
こ
と
以
外
、
何
も
明
か

さ
れ
て
い
な
い
。

　

グ
ア
イ
ド
氏
は
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
中
で
、
４
月
３
０

日
に
起
こ
し
た
行
為
は
「
国

民
の
大
半
が
望
ん
で
い
る
民

主
政
治
へ
の
体
制
変
更
を
目

「
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
よ
り
心
配
」

大
統
領
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語
る

記
者
の
死
亡
は
世
界
６
位

ベネズエラ
社会保障改革

削
減
額
の
予
測
に
各
銀
行
で
開
き

（２）２０１９年 第５２３４号 ５月 ４日 （土曜日）

亜国大統領選

ア
ン
ト
ゥ
ネ
ス
・
フィ
ー
リ
ョ
死
去

伯
国
演
劇
界
の
重
鎮
的
演
出
家

１
６
年
以
降
は
減
少
傾
向
に

あ
っ
た
が
、
１
８
年
は
ま
た

増
え
た
。



　

平へ
い

成せ
い

最さ
い

後ご

の
「
歌う

た

会か
い

始は
じ
めの
儀ぎ

」
が
１
月が

つ

１
６
日に

ち

に
開ひ

ら

か
れ

た
。
入

に
ゅ
う

選せ
ん

で
は
最さ

い

高こ
う

齢れ
い

８
９
歳さ

い

の
元も

と

調ち
ょ
う

理り

師し

・
奥お

く

宮み
や

武た
け

男お

さ

ん
か
ら
、
佳か

作さ
く

最さ
い

年ね
ん

少し
ょ
うの
高こ

う

校こ
う

生せ
い

・
山や

ま

田だ

涼す
ず

凪と

君く
ん

ま
で
、
合ご

う

計け
い

２
９
名め

い

が
選え

ら

ば
れ
た
。
二ふ

た

人り

の
歌う

た

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
よ
う
。

　

高こ

う

知ち

県け

ん　

奥お

く

宮み

や

武た

け

男お

土と

佐さ

の
海う

み

ぐ
い
ぐ
い
撓し

な

ふ
竿さ

お

跳は

ね
て
そ
ら
に
一い

っ

本ぽ

ん

釣づ

り
の
鰹

か
つ
お

が
光ひ

か

る

　

新に

い

潟が

た

県け

ん　

山や

ま

田だ

涼す

ず

凪と

く
る
く
る
と
右み

ぎ

手て

で
ラ
ケ
ッ
ト
回ま

わ

す
時と

き

ガ
ッ
ト

に
一い

っ

瞬
し
ゅ
ん

夏な

つ

が
光ひ

か

っ
た

　

空そ
ら

に
舞ま

う
鰹か

つ
お
や
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
の
ガ
ッ
ト
（
弦つ

る

）
が
日ひ

の

光ひ
か
りに
輝か

が
やい
た
一い

っ

瞬し
ゅ
んの
情

じ
ょ
う

景け
い

が
目め

に
浮う

か
ぶ
。
高こ

う

校こ
う

生せ
い

か
ら
８
９

歳さ
い

の
元も

と

調ち
ょ
う

理り

師し

ま
で
、
年ね

ん

齢れ
い

、
職

し
ょ
く

業ぎ
ょ
うを
問と

わ
ず
、
歌う

た

の
良よ

し

悪あ

し
だ
け
で
選え

ら

ば
れ
て
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

・
皇こ

う

族ぞ
く

の
御お

歌う
た

と
と
も
に
披ひ

露ろ
う

さ
れ
る
「
平

び
ょ
う

等ど
う

の
精せ

い

神し
ん

」
が
「
歌う

た

会か
い

始は
じ
めの
儀ぎ

」
の
特と

く

徴ち
ょ
うで

あ
る
。

　
こ
の
平

び
ょ
う

等ど
う

の
精せ

い

神し
ん

は
万ま

ん

葉よ
う

集し
ゅ
うに
ま
で
遡

さ
か
の
ぼる
。
万ま

ん

葉よ
う

集し
ゅ
うに
も

天て
ん

皇の
う

の
御ぎ

ょ

製せ
い

（
天て

ん

皇の
う

の
御お

歌う
た

）
か
ら
少

し
ょ
う

年ね
ん

兵へ
い

士し

の
歌う

た

ま
で
平

び
ょ
う

等ど
う

に
並な

ら

ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
少

し
ょ
う

年ね
ん

兵へ
い

士し

の
歌う

た

が
あ
る
。

　

父ち

ち

母は

は

が
頭

か
し
ら

か
き
撫な

で
幸さ

く
あ
れ
て
い
ひ
し
言け

と

葉ば

ぜ
忘わ

す

れ
か
ね
つ
る

（
父ふ

母ぼ

が
頭

あ
た
ま

を
撫な

で
て
達た

っ

者し

ゃ

で
ね
、
と
言い

っ
た
言こ

と

葉ば

が
忘わ

す

れ
ら
れ
な
い
）

　

両
り
ょ
う

親し
ん

か
ら
頭あ

た
まを
撫な

で
ら
れ
た
と
い
う
か
ら
、
せ
い
ぜ
い
１
０

代だ
い

前ぜ
ん

半は
ん

ほ
ど
の
少

し
ょ
う

年ね
ん

だ
っ
た
ろ
う
。
東と

う

国ご
く

か
ら
九

き
ゅ
う

州し
ゅ
う・
太だ

宰ざ
い

府ふ

ま
で
や
っ
て
き
た
少

し
ょ
う

年ね
ん

兵へ
い

の
父ふ

母ぼ

を
恋こ

う
る
歌う

た

が
、
当と

う

時じ

の

人ひ
と

々び
と

の
心こ

こ
ろを
打う

っ
て
、
万ま

ん

葉よ
う

集し
ゅ
うに
収

し
ゅ
う

録ろ
く

さ
れ
た
よ
う
だ
。

・
・
・
こ
の
書し

ょ

物も
つ

に
載の

せ
ら
れ
て
い
る
四よ

ん

千せ
ん

五ご

百ひ
ゃ
く

首し
ゅ

も
の
和わ

歌か

の
中な

か

に
は
、
上う

え

は
天て

ん

皇の
う

か
ら
、
下し

た

は
農の

う

民み
ん

・
兵へ

い

士し

・
乞こ

食じ
き

和わ

歌か

の
も
た
ら
す

　
　
　
　
　
　

和わ

の
世せ

界か
い

２０１９年
ねん

２月
がつ

１７日
にち

版
ばん

に
至い

た

る
ま
で
の
人ひ

と

び
と
の
作さ

く

品ひ
ん

が
、
貧ひ

ん

富ぷ

の
差さ

も
地ち

位い

の
差さ

も

全ま
っ
たく
度ど

外が
い

視し

し
て
、
そ
れ
こ
そ
文も

字じ

通ど
お

り
全ま

っ
た
く
平

び
ょ
う

等ど
う

に
載の

せ

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
平

び
ょ
う

等ど
う

」
と
い
う
言こ

と

葉ば

は
現げ

ん

代だ
い

の
流

り
ゅ
う

行こ
う

語ご

で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
平

び
ょ
う

等ど
う

の
精せ

い

神し
ん

を
、
現げ

ん

実じ
つ

に
実じ

っ

行こ
う

し
て
い
た
の
が
「
万ま

ん

葉よ
う

集し
ゅ
う」
で
あ
り
、
日に

本ほ
ん

の
短た

ん

歌か

の
世せ

界か
い

で
あ
っ
た
の
で
す
。
身み

分ぶ
ん

や
地ち

位い

や
能の

う

力り
ょ
くや
財ざ

い

力り
ょ
くに
つ
い
て
は
、
人ひ

と

び
と
を
平

び
ょ
う

等ど
う

に
す
る

こ
と
が
至し

難な
ん

で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
人ひ

と

の
心こ

こ
ろを
お
互た

が

い
に
尊そ

ん

敬け
い

し
合あ

う
面め

ん

で
平

び
ょ
う

等ど
う

の
世せ

界か
い

を
つ
く
り
出だ

す
こ
と
は
、
私わ

た
し
た
ち

日に

本ほ
ん

人じ
ん

同ど
う

士し

が
、
各か

く

自じ

の
心こ

こ
ろの
持も

ち
方か

た

し
だ
い
で
可か

能の
う

に
な

り
ま
す
。［
１
，　
Ｐ
１
］

　

短た
ん

歌か

の
入

に
ゅ
う

門も
ん

書し
ょ

『
短た

ん

歌か

の
す
す
め
』［
１
］
の
一い

っ

節せ
つ

で
あ
る
。

現げ
ん

代だ
い

の
日に

本ほ
ん

も
国こ

く

民み
ん

の
間あ

い
だの
「
平

び
ょ
う

等ど
う

感か
ん

」
は
世せ

界か
い

で
も
群ぐ

ん

を

抜ぬ

く
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
感か

ん

ず
る
が
、
そ
の
淵え

ん

源げ
ん

は
こ
う
い
う
処

と
こ
ろ

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

考か
ん
が
え
て
見み

れ
ば
、
１
２
０
０
年ね

ん

も
前ま

え

の
古こ

代だ
い

に
お
い
て
、

学が
く

問も
ん

も
な
い
少

し
ょ
う

年ね
ん

兵へ
い

士し

が
歌う

た

を
詠よ

み
、
そ
れ
が
国こ

っ

家か

的て
き

歌か

集
し
ゅ
う

に
収

し
ゅ
う

録ろ
く

さ
れ
て
い
る
事こ

と

自じ

体た
い

が
不ふ

思し

議ぎ

な
こ
と
だ
。
世せ

界か
い

で
も

そ
ん
な
事じ

例れ
い

は
な
い
だ
ろ
う
。『
短た

ん

歌か

の
す
す
め
』
は
こ
う
指し

摘て
き

す
る
。

（
注

ち
ゅ
う

：
万ま

ん

葉よ
う

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
うの
代だ

い

表ひ
ょ
う

的て
き

歌か

人じ
ん

で
あ
る
）
大お

お

伴と
も
の

家や
か

持も
ち

の

歌う
た

よ
り
も
、
名な

も
な
い
防さ

き

人も
り

の
歌う

た

の
ほ
う
が
い
い
と
い
う
こ
と

が
あ
り
う
る
わ
け
で
す
。
日に

本ほ
ん

の
長な

が

い
歌う

た

の
歴れ

き

史し

を
見み

て
き
ま

す
と
、
有ゆ

う

名め
い

な
人ひ

と

の
歌う

た

よ
り
も
、
名な

も
な
い
人ひ

と

の
歌う

た

の
方ほ

う

が

は
る
か
に
真し

ん

実じ
つ

が
こ
も
っ
て
い
て
、
永え

い

遠え
ん

の
光ひ

か
り
を
放は

な
っ
て
い
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。［
１
，　
Ｐ

６
２
］

　

な
ぜ
、
こ
ん
な
事こ

と

が
起お

こ
る
の
だ
ろ
う
か
？　

小
し
ょ
う

説せ
つ

に
関か

ん

し
て
は
、
高こ

う

校こ
う

生せ
い

の
作さ

く

品ひ
ん

が
プ
ロ
の
作さ

っ

家か

よ
り
も
良よ

い
な
ど
と
い

う
こ
と
は
あ
り
得え

な
い
。良よ

い
小

し
ょ
う

説せ
つ

を
書か

く
に
は
、ス
ト
ー
リ
ー

作づ
く

り
、
人じ

ん

物ぶ
つ

や
場ば

面め
ん

の
構こ

う

想そ
う

な
ど
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
経け

い

験け
ん

が
必ひ

つ

要よ
う

だ
か
ら
だ
。
し
か
し
わ
ず
か
三さ

ん

十じ
ゅ
う

一い
ち

文も

字じ

の
短た

ん

歌か

で
は
、言こ

と

葉ば

の
テ
ク
ニ
ッ
ク
よ
り
も
、そ
こ
に
作さ

く

者し
ゃ

の
「
真し

ん

情じ
ょ
う」、

す
な
わ
ち
「
真ま

心ご
こ
ろ」
が
ど
れ
だ
け
籠こ

も
っ
て
い
る
か
が
違ち

が

い
を

生う

む
。

　

拙つ
た
な
く
と
も
真ま

心ご
こ
ろの
籠こ

も
っ
た
歌う

た

の
方ほ

う

が
、
華か

麗れ
い

な
言こ

と

葉ば

遣づ
か

い

を
し
て
い
て
も
心こ

こ
ろの
籠こ

も
っ
て
い
な
い
専せ

ん

門も
ん

歌か

人じ
ん

の
歌う

た

よ
り
も

優す
ぐ

れ
て
い
る
、
と
い
う
事こ

と

が
あ
り
う
る
。
た
と
え
ば
、
上う

え

に
引い

ん

用よ
う

し
た
防さ

き

人も
り

の
歌う

た

と
、
次つ

ぎ

の
百

ひ
ゃ
く

人に
ん

一い
っ

首し
ゅ

中ち
ゅ
うの
有ゆ

う

名め
い

な
歌う

た

を
比く

ら

べ

て
み
よ
う
。

　

心
こ
こ
ろ

あ
て
に
折お

ら
ば
や
折お

り

ら
む
初は

つ

霜し

も

の
置お

き
ま

ど
は
せ
る
白し

ら

菊ぎ

く

の
花は

な

　

白し
ら

菊ぎ
く

の
上う

え

に
初は

つ

霜し
も

が
か
か
っ
て
、
一い

ち

面め
ん

が
白し

ろ

く
な
っ
て
白し

ら

菊ぎ
く

が
ど
こ
か
分わ

か
ら
な
く
な
っ
た
の
で
、
当あ

て
推ず

い

量り
ょ
うで
な
ら
折お

り

取と

る
こ
と
も
で
き
よ
う
か
、
と
い
う
意い

味み

だ
が
、
霜し

も

が
降お

り
た

く
ら
い
で
、
白し

ら

菊ぎ
く

の
花は

な

が
隠か

く

れ
る
わ
け
は
な
い
。
そ
の
誇こ

張ち
ょ
うが

面お
も

白し
ろ

い
と
い
う
訳わ

け

だ
が
、「
父ち

ち

母は
は

が
頭か

し
ら
か
き
撫な

で
幸さ

く
あ
れ
て

い
ひ
し
言け

と

葉ば

ぜ
忘わ

す

れ
か
ね
つ
る
」
と
い
う
歌う

た

の
よ
う
に
、
我わ

れ

々わ
れ

の
心こ

こ
ろに
迫せ

ま
っ
て
は
来こ

な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
専せ

ん

門も
ん

家か

人じ
ん

が
修

し
ゅ
う

辞じ

を
凝こ

ら
し
た
作さ

く

品ひ
ん

よ
り
も
、

素し
ろ

人う
と

の
真ま

心ご
こ
ろの
籠こ

も
っ
た
歌う

た

の
方ほ

う

が
は
る
か
に
胸む

ね

を
う
つ
、
と

い
う
特と

く

質し
つ

が
短た

ん

歌か

に
は
あ
る
。

　
「
歌う

た

の
良よ

し
悪あ

し
を
決き

め
る
の
は
、ど
れ
だ
け
真ま

心ご
こ
ろが
籠こ

も
っ

て
い
る
か
だ
」
と
い
う
事こ

と

が
分わ

か
る
と
、真ま

心ご
こ
ろを
磨み

が

く
た
め
に
、

子こ

供ど
も

た
ち
に
歌う

た

を
作つ

く

ら
せ
る
、
と
い
う
教

き
ょ
う

育い
く

方ほ
う

法ほ
う

が
あ
る
こ
と

も
頷う

な
ず
け
る
だ
ろ
う
。

　

あ
る
県け

ん

の
中

ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

教き
ょ
う

師し

と
な
っ
た
北き

た

島じ
ま

照て
る

明あ
き

と
い
う
青せ

い

年ね
ん

は
、
担た

ん

当と
う

し
た
１
年ね

ん

生せ
い

の
ク
ラ
ス
が
、
成せ

い

績せ
き

は
学が

く

年ね
ん

最さ
い

下か

位い

、

反は
ん

抗こ
う

的て
き

な
生せ

い

徒と

も
い
て
、
担た

ん

任に
ん

の
先せ

ん

生せ
い

に
対た

い

す
る
挨あ

い

拶さ
つ

す
ら

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
行お

こ
なわ
れ
な
い
と
い
う
、
い
わ
く
つ
き
の
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。

　

彼か
れ

は
ど
う
に
か
し
て
こ
の
「
情

じ
ょ
う

操そ
う

の
欠け

つ

乏ぼ
う

し
て
し
ま
っ
た
現げ

ん

象し
ょ
う」
か
ら
生せ

い

徒と

を
救す

く

い
出だ

そ
う
と
決け

っ

心し
ん

し
、
短た

ん

歌か

の
指し

導ど
う

を

始は
じ

め
た
。
若わ

か

山や
ま

牧ぼ
く

水す
い

、
正ま

さ

岡お
か

子し

規き

な
ど
の
歌う

た

の
中な

か

か
ら
、
比ひ

較か
く

的て
き

理り

解か
い

し
や
す
い
も
の
を
選え

ら

ん
で
プ
リ
ン
ト
し
、
そ
れ
を
生せ

い

徒と

た
ち
に
手て

渡わ
た

し
な
が
ら
、

　
す
な
お
に
自じ

分ぶ
ん

の
思お

も

い
を
こ
と
ば
に
し
て
み
よ
う
。
あ
り
の

ま
ま
に
、
隠か

く

さ
ず
に
、
ど
ん
な
思お

も

い
で
も
よ
い
か
ら
こ
と
ば
に

し
て
み
よ
う
。・
・
・
か
た
苦く

る

し
く
考か

ん
がえ
ず
に
、
君き

み

た
ち
の
思お

も

い
を
そ
の
ま
ま
出で

そ
う
。［
１
，　
Ｐ
２
７
］

　

と
生せ

い

徒と

た
ち
に
呼よ

び
か
け
た
。
第だ

い

一い
っ

回か
い

目め

の
短た

ん

歌か

創そ
う

作さ
く

で

は
、
生せ

い

徒と

た
ち
か
ら
次つ

ぎ

の
よ
う
な
作さ

く

品ひ
ん

が
寄よ

せ
ら
れ
た
。

お
か
あ
さ
ん
庭に

わ

は
寒さ

む

い
よ
お
か
あ
さ
ん
早は

や

く
休や

す

ん
で
ね
朝あ

さ

き
つ
い
か
ら
（
男

お
と
こ

生せ

い

徒と

）

父ち

ち

と
母は

は

わ
た
し
た
ち
の
た
め
に
働

は
た
ら

く
が
病

び
ょ
う

気き

を

す
る
と
み
ん
な
心し

ん

配ぱ

い

（
女じ

ょ

生せ

い

徒と

）

　
こ
う
い
う
短た

ん

歌か

創そ
う

作さ
く

を
何な

ん

回か
い

か
繰く

り
返か

え

し
て
い
く
う
ち
に
、

生せ
い

徒と

た
ち
は
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
こ
と
が
分わ

か
っ
て
き
た
。

　

歌う
た

を
つ
く
る
の
は
こ
と
ば
が
巧た

く

み
で
美う

つ
く
し
い
ば
か
り
で
な

く
、
真し

ん

実じ
つ

の
思お

も

い
を
こ
と
ば
に
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
、
生せ

い

徒と

等ら

は
分わ

か
っ
て
き
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
心こ

こ
ろと
こ
と

ば
だ
け
が
人ひ

と

の
心こ

こ
ろを
う
つ
こ
と
も
、
で
あ
る
［
１
，　
Ｐ
２
８
］

　

自じ

分ぶ
ん

の
「
真し

ん

実じ
つ

の
思お

も

い
」
を
見み

つ
め
、
そ
れ
を
歌う

た

の
形か

た
ちで
示し

め

し
合あ

う
こ
と
で
、「
学が

っ

級き
ゅ
うの
ま
と
ま
り
も
す
ば
ら
し
い
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
に
発は

っ

展て
ん

し
て
き
た
」
と
北き

た

島じ
ま

先せ
ん

生せ
い

は
回か

い

顧こ

す
る
。

　

中
ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

に
短た

ん

歌か

を
詠よ

ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
学が

っ

級き
ゅ
うの
ま

と
ま
り
も
す
ば
ら
し
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
発は

っ

展て
ん

し
て
き
た
」
と

い
う
成せ

い

果か

が
出で

た
こ
と
に
注

ち
ゅ
う

目も
く

し
よ
う
。
短た

ん

歌か

は
真ま

心ご
こ
ろを
歌う

た

う
も
の
だ
が
、
そ
れ
を
他た

の
人ひ

と

が
読よ

む
こ
と
で
、
短た

ん

歌か

を
通つ

う

じ

て
、
真ま

心ご
こ
ろが
通か

よ

う
の
で
あ
る
。

　

先さ
き

に
引ひ

い
た
「
父ち

ち

母は
は

が
頭か

し
らか
き
撫な

で
幸さ

く
あ
れ
て
い
ひ
し
言け

と

葉ば

ぜ
忘わ

す

れ
か
ね
つ
る
」
の
歌う

た

か
ら
は
親お

や

を
思お

も

う
切せ

つ

々せ
つ

と
し
た
真ま

心ご
こ
ろを
感か

ん

じ
と
る
こ
と
が
出で

来き

る
が
、
作さ

く

者し
ゃ

は
１
２
０
０
年ね

ん

ほ

ど
も
昔む

か
しに
生い

き
た
少

し
ょ
う

年ね
ん

な
の
だ
。
そ
れ
だ
け
の
時じ

空く
う

を
隔へ

だ

て
て

も
、
少

し
ょ
う

年ね
ん

の
真ま

心ご
こ
ろが
伝つ

た

わ
っ
て
く
る
と
は
、
考か

ん
が
え
て
見み

れ
ば
不ふ

思し

議ぎ

な
こ
と
で
あ
る
。

　

短た
ん

歌か

を
「
和わ

歌か

」
と
も
言い

う
。

　

和わ

歌か

と
は
漢か

ら

詩う
た

に
対た

い

す
る
倭

や
ま
と

歌う
た

の
意い

で
あ
る
こ
と
は
周

し
ゅ
う

知ち

の
通と

お

り
で
す
。
し
か
し
和わ

歌か

の
「
和わ

」
は
、
唱

し
ょ
う

和わ

、
調

ち
ょ
う

和わ

の

「
和わ

」
で
も
あ
る
の
で
す
。
呼よ

び
か
け
る
歌う

た

に
対た

い

し
て
和こ

た

え
る

歌う
た

で
あ
っ
た
の
で
す
。［
１
，　
Ｐ
１
６
６
］

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や
日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しで
も日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでい
ない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介し
てください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

真ま

心ご
こ
ろ

の
籠こ

も
っ
た
歌う

た

は
人ひ

と

々び
と

の
心こ

こ
ろ

を
繋つ

な

ぎ
、

　

内な
い

的て
き

平び
ょ
う

等ど
う

と
同ど

う

胞ほ
う

感か
ん

で
つ
な
が
れ
た
和わ

の
世せ

界か
い

を
作つ

く

る
。

（３） ２０１９年第５２３４号 	 ５月	 ４日	（土曜日）

　

和わ

歌か

と
は
、
大
和や

ま
との
国く

に

、
す
な
わ
ち
「
大お

お

い
な
る
和わ

の
国く

に

」

に
ふ
さ
わ
し
い
「
和わ

」
を
作つ

く

り
出だ

す
歌う

た

な
の
で
あ
る
。

　
和わ

歌か

は
真ま

心ご
こ
ろを
伝つ

た

え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、和わ

歌か

に
よ
っ
て
、

そ
の
人ひ

と

が
ど
れ
だ
け
の
真ま

心ご
こ
ろを
持も

っ
た
人ひ

と

か
が
分わ

か
っ
て
し
ま

う
。
た
と
え
ば
、
次つ

ぎ

の
二に

首し
ゅ

を
比く

ら

べ
て
み
よ
う
。［
１
，　

Ｐ

２
２
１
］

　

徳と

く

川が

わ

家い

え

康や

す

の
ぼ
る
と
も
雲く

も

に
宿や

ど

ら
じ
夕ゆ

う

ひ
ば
り
つ
ひ
に
は

草く

さ

の
枕

ま
く
ら

も
や
せ
む

　

上う

え

杉す

ぎ

謙け

ん

信し

ん

汝な

れ
も
ま
た
草く

さ

の
枕

ま
く
ら

や
夕ゆ

う

雲ひ

雀ば

り

す
そ
野の

の
原は

ら

に

お
ち
て
鳴な

く
な
り

　

家い
え

康や
す

の
歌う

た

は
、「
空そ

ら

に
の
ぼ
っ
て
も
雲く

も

に
は
宿や

ど

る
こ
と
が
で

き
な
い
か
ら
、
つ
い
に
は
地ち

に
降お

り
て
野の

原は
ら

に
宿や

ど

る
の
だ
ろ
う
」

と
い
う
「
理り

屈く
つ

」
を
詠よ

ん
だ
歌う

た

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
真ま

心ご
こ
ろは
感か

ん

じ
ら
れ
な
い
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
謙け

ん

信し
ん

の
歌う

た

は
、
戦せ

ん

陣じ
ん

の
野の

宿じ
ゅ
くで
、
同お

な

じ
く
野の

に
宿や

ど

る
雲ひ

雀ば
り

へ
の
共

き
ょ
う

感か
ん

が
籠こ

も
っ
て
い
る
。
そ
の
真ま

心ご
こ
ろに
、
謙け

ん

信し
ん

の

方ほ
う

が
は
る
か
に
親し

た

し
み
や
す
い
人ひ

と

柄が
ら

で
あ
る
こ
と
が
想そ

う

像ぞ
う

で
き

る
。

　

和わ

歌か

は
真ま

心ご
こ
ろを
映う

つ

し
出だ

す
鏡か

が
みで
あ
る
か
ら
、
歌う

た

を
読よ

め
ば

作さ
く

者し
ゃ

の
人ひ

と

柄が
ら

も
想そ

う

像ぞ
う

で
き
る
の
で
あ
る
。
家い

え

康や
す

は
江え

戸ど

幕ば
く

府ふ

を
開ひ

ら

き
、
天て

ん

下か

泰た
い

平へ
い

の
江え

戸ど

時じ

代だ
い

を
創つ

く

り
上あ

げ
た
偉い

大だ
い

な
政せ

い

治じ

家か

だ
が
、
自じ

分ぶ
ん

の
心こ

こ
ろ
を
表お

も
て
に
出だ

さ
ず
に
、
近ち

か

寄よ

り
難が

た

い
印い

ん

象し
ょ
うを
与あ

た

え
る
。
そ
の
功こ

う

績せ
き

に
比く

ら

べ
て
、
今こ

ん

日に
ち

で
も
謙け

ん

信し
ん

ほ
ど
に

は
人に

ん

気き

が
な
い
の
は
、
こ
の
た
め
だ
ろ
う
。

　

石い
し

川か
わ

啄た
く

木ぼ
く

は
近き

ん

代だ
い

歌か

人じ
ん

と
し
て
人に

ん

気き

が
あ
る
が
、
心こ

こ
ろに
響ひ

び

く
良よ

い
歌う

た

と
、
そ
う
で
な
い
歌う

た

の
両

り
ょ
う

方ほ
う

が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を

比く
ら

べ
る
と
、真ま

心ご
こ
ろを
歌う

た

う
と
い
う
和わ

歌か

の
本ほ

ん

質し
つ

が
よ
く
分わ

か
る
。

　

わ
が
抱い

だ

く
思し

想そ

う

は
す
べ
て　

金か

ね

な
き
に
因い

ん

す

る
ご
と
し　

秋あ

き

の
風か

ぜ

吹ふ

く

　
「
わ
が
抱い

だ

く
思し

想そ
う

は
す
べ
て　

金か
ね

な
き
に
因い

ん

す
る
ご
と
し
」

と
は
一い

っ

種し
ゅ

の
個こ

人じ
ん

に
閉と

じ
こ
も
っ
た
概が

い

念ね
ん

的て
き

考こ
う

察さ
つ

で
あ
り
、
そ

こ
か
ら
「
秋あ

き

の
風か

ぜ

吹ふ

く
」
と
い
う
こ
れ
ま
た
個こ

人じ
ん

の
世せ

界か
い

の
感か

ん

傷し
ょ
う

的て
き

表ひ
ょ
う

現げ
ん

に
逃に

げ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
歌う

た

に
は
共

き
ょ
う

感か
ん

し
に
く
い
。
こ
れ
に
対た

い

し
て
、
以い

下か

の
歌う

た

は
ど
う
か
。

　

ふ
る
さ
と
の
訛

な
ま
り

な
つ
か
し　

停て

い

車し

ゃ

場ば

の
人ひ

と

ご

み
の
中な

か

に　

そ
を
聞き

き
に
ゆ
く

　

か
に
か
く
に
渋し

ぶ

民た

み

村む

ら

は
恋こ

い

し
か
り　

お
も
ひ

で
の
山や

ま　

お
も
ひ
で
の
川か

わ

　

啄た
く

木ぼ
く

の
望ぼ

う

郷き
ょ
うの
思お

も

い
が
切せ

つ

々せ
つ

と
伝つ

た

わ
っ
て
く
る
。
啄た

く

木ぼ
く

が
愛あ

い

さ
れ
る
の
は
、こ
う
い
う
切せ

つ

々せ
つ

と
し
た
望ぼ

う

郷き
ょ
うの
真ま

心ご
こ
ろで
あ
ろ
う
。

同お
な

じ
啄た

く

木ぼ
く

の
歌う

た

で
も
、
概が

い

念ね
ん

的て
き

思し

考こ
う

や
感か

ん

傷し
ょ
うに
閉と

じ
こ
も
っ
た

歌う
た

と
、
郷

き
ょ
う

里り

を
思お

も

う
歌う

た

を
比く

ら

べ
て
み
れ
ば
、
人に

ん

間げ
ん

の
真ま

心ご
こ
ろと

は
ど
う
い
う
も
の
か
、
良よ

く
理り

解か
い

で
き
る
。

　

も
う
一ひ

とつ
、
真ま

心ご
こ
ろか
ら
離は

な

れ
た
歌う

た

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
お
こ
う
。

す
が
や
か
に
晴は

れ
た
る
山や

ま

を
あ
ふ
ぎ
つ
つ
わ
れ

御み

軍
い
く
さ

の
一ひ

と

人り

と
な
り
ぬ

　
こ
の
歌う

た

に
関か

ん

し
て
、『
短た

ん

歌か

の
す
す
め
』
で
は
こ
う
評ひ

ょ
う
し
て

い
る
。

　
「
す
が
や
か
に
」
と
い
う
の
は
、
す
が
す
が
し
い
と
い
う
意い

味み

で
し
ょ
う
。「
御み

軍い
く
さの
一ひ

と

人り

と
な
り
ぬ
」
は
、
軍ぐ

ん

隊た
い

の
一ひ

と

人り

と

な
っ
た
と
い
う
意い

味み

で
す
。・
・
・
故ふ

る

郷さ
と

や
肉に

く

親し
ん

を
離は

な

れ
て
行い

く
人ひ

と

に
、そ
う
い
う
感か

ん

情じ
ょ
うが
あ
り
う
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
し
て
、

み
い
く
さ
の
一ひ

と

人り

と
な
る
と
い
う
場ば

合あ
い

に
当と

う

然ぜ
ん

起お
こ
っ
て
来く

る
悶も

だ

え
や
、
悲か

な

し
み
、
家か

族ぞ
く
へ
の
心

こ
こ
ろ

残の
こ

り
、
そ
う
い
う
も
の
を
乗の

り

越こ

え
て
行い

か
ね
ば
な
ら
ぬ
決け

つ

意い

─
─
と
い
っ
た
悲ひ

劇げ
き

的て
き

な
も
の

が
、
全ま

っ
たく
な
い
よ
う
に
こ
の
歌う

た

は
作つ

く

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。・・・

こ
う
い
う
歌う

た

を
国こ

く

民み
ん

学が
っ

校こ
う

の
教

き
ょ
う

料り
ょ
う

書し
ょ

に
載の

せ
て
、
皆み

な

こ
ん
な

風ふ
う

に
な
れ
と
教お

し

え
る
こ
と
は
重

じ
ゅ
う

大だ
い

な
問も

ん

題だ
い

で
す
。
つ
ま
り
、
そ

こ
に
は
人に

ん

間げ
ん

の
真し

ん

実じ
つ

と
い
う
も
の
が
失う

し
なわ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

［
１
，　
Ｐ
８
８
］

　
「
父ち

ち

母は
は

が
頭か

し
ら
か
き
撫な

で
幸さ

く
あ
れ
て
い
ひ
し
言け

と

葉ば

ぜ
忘わ

す

れ
か

ね
つ
る
」
の
歌う

た

に
は
少

し
ょ
う

年ね
ん

防さ
き

人も
り

の
家か

族ぞ
く

へ
の
思お

も

い
が
溢あ

ふ

れ
て
い

た
。
防さ

き

人も
り

と
し
て
の
任に

ん

務む

に
就つ

き
つ
つ
も
、
家か

族ぞ
く

へ
の
思お

も

い
は

断た

ち
切き

れ
な
い
、
そ
こ
に
「
悲ひ

劇げ
き

的て
き

な
も
の
」
が
「
人に

ん

間げ
ん

の
真し

ん

実じ
つ

」
と
し
て
現あ

ら
われ
、
我わ

れ

々わ
れ

の
心こ

こ
ろを
打う

つ
。

　

そ
れ
を
圧あ

っ

殺さ
つ

す
る
よ
う
な
全ぜ

ん

体た
い

主し
ゅ

義ぎ

体た
い

制せ
い

で
は
、
人ひ

と

々び
と

の

真ま

心ご
こ
ろが
通か

よ

わ
な
い
世せ

界か
い

に
な
っ
て
し
ま
う
。
現げ

ん

代だ
い

に
お
い
て
は

中ち
ゅ
う

国ご
く

や
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

が
こ
う
い
う
非ひ

人に
ん

間げ
ん

的て
き

な
社し

ゃ

会か
い

に
な
っ
て
い

る
。

　

本ほ
ん

編ぺ
ん

で
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
真ま

心ご
こ
ろの
籠こ

も
っ
た
歌う

た

を
、も
う
一い

ち

度ど

味あ
じ

わ
っ

て
み
よ
う
。

　

父ち

ち

母は

は

が
頭

か
し
ら

か
き
撫な

で
幸さ

く
あ
れ
て
い
ひ
し
言け

と

葉ば

ぜ
忘わ

す

れ
か
ね
つ
る

　

お
か
あ
さ
ん
庭に

わ

は
寒さ

む

い
よ
お
か
あ
さ
ん
早は

や

く

休や

す

ん
で
ね
朝あ

さ

き
つ
い
か
ら

　

な
れ
も
ま
た
草く

さ

の
枕

ま
く
ら

や
夕ゆ

う

雲ひ

雀ば

り

す
そ
野の

の
原は

ら

に
お
ち
て
鳴な

く
な
り

　

ふ
る
さ
と
の
訛

な
ま
り

な
つ
か
し　

停て

い

車し

ゃ

場ば

の
人ひ

と

ご

１
．
高こ

う

校こ
う

生せ
い

か
ら
８
９
歳さ

い

ま
で
の

　
　
「
歌う

た

会か
い

始は
じ
め

の
儀ぎ

」

ne.jp/~nippo
n
/
jo
g
b
d
_

h
1
0
_
1
/

jog0
2
3
.htm
l

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
夜や

久く

正ま
さ

雄お

、
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Novo imperador do Japão 
profere primeiro discurso 
após assumir o trono

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Imperador (01/05/2019)

O primeiro dia de uma 
nova era na história do Ja-
pão foi marcado por uma 
série de celebrações e ritu-
ais. O imperador Naruhito 
assumiu o trono no come-
ço da quarta-feira, dando 
início à nova era chamada 
Reiwa.
Ele participou de duas ce-
rimônias-chave para cele-
brar a ocasião.
A primeira cerimônia ser-
viu para mostrar que ele 
herdou as Insígnias Impe-
riais de seu pai, que abdi-

cou na terça-feira. A espa-
da e a joia sagradas têm 
sido transmitidas há sécu-
los como prova da posição 
do imperador.
Cerca de 30 minutos mais 
tarde, o imperador Naruhi-
to se reuniu com represen-
tantes do povo. Entre eles 
estavam o primeiro-mi-
nistro, os presidentes de 
ambas as Câmaras do Par-
lamento, o presidente da 
Suprema Corte e chefes de 
governo regionais.
Posteriormente, o impera-

dor proferiu seu primeiro 
discurso após assumir o 
trono.
Ele disse: “Quando penso 
sobre a importante respon-
sabilidade que assumi, eu 
me encho de seriedade. Ao 
assumir o trono, eu juro 
que refletirei profunda-
mente a respeito da trajetó-
ria seguida por sua majes-
tade, o imperador emérito, 
e terei em mente o caminho 
trilhado pelos imperadores 
anteriores, e me devotarei 
ao meu próprio aperfeiço-

amento. Eu também juro 
que agirei de acordo com 
a Constituição e desem-
penharei plenamente as 
minhas responsabilidades 
como o símbolo do Esta-
do e da unidade do povo 
japonês, ao mesmo tempo 
em que estarei sempre pen-
sando nas pessoas e me co-
locando ao lado delas. Eu 
oro com sinceridade pela 
felicidade das pessoas e 
pelo desenvolvimento ain-
da maior da nação, além da 
paz no mundo.”

Primeiro discurso do Imperador Naruhito
Imperador  (01/05/2019)

O novo Imperador pro-
feriu seu primeiro discur-
so após ascender ao trono 
na cerimônia Sokui-go-
Choken-no-gi. Em suas 
palavras:
“Eu sucedi ao trono con-
forme estipulado pela 
Constituição do Japão e 
pela Lei de Medidas Espe-
ciais sobre a Lei da Casa 
Imperial.
Quando penso nas grandes 
responsabilidades que as-

sumi, me sinto repleto de 
um sentimento solene.
Refletindo sobre o passa-
do, Sua Majestade, o Im-
perador Emérito, orou pela 
paz no mundo e felicidade 
do povo japonês por mais 
de 30 anos. Sua Majestade 
compartilhou da felicidade 
e tristeza do povo em todos 
os momentos, mostrando 
grande dedicação por meio 
de suas próprias ações, e 
cumpriu cada um de seus 

Ministros do Japão e do 
Vietnã discutem questão do 
Mar da China Meridional

Principal partido da coalizão 
governista do Japão quer 
iniciar debates no Parlamento 
sobre emendas à Constituição

Vietnã (03/05/2019)

Emendas à Constituição (03/05/2019)

Os ministros dos setores 
de defesa do Japão e do 
Vietnã concordaram que a 
comunidade internacional 
deve trabalhar em conjun-
to de forma a resolver pa-
cificamente a questão do 
Mar da China Meridional. 
A presença militar da Chi-
na vem crescendo nessas 
águas.
Takeshi Iwaya, do Japão, e 
o General Ngo Xuan Lich, 
do Vietnã, se encontraram 
em Hanói, na quinta-feira.
Eles concordaram em me-
lhorar a cooperação entre 
as Forças de Autodefesa do 
Japão e o exército do Viet-
nã, no setor de segurança 
marítima e outras áreas, 
para a paz e a estabilidade 
da região.
Os ministros assinaram 
memorandos de enten-
dimento. Um deles pro-
move escalas portuárias 
no Vietnã de navios das 
Forças de Autodefesa do 
Japão, incluindo o maior 

O dia 3 de maio marca 72 
anos da entrada em vigor 
da Constituição japonesa. 
O principal partido gover-
nista, Liberal Democráti-
co, quer iniciar debates no 
Parlamento sobre emendas 
à Constituição, mas parti-
dos oposicionistas podem 
tentar bloquear a iniciativa.
A comissão sobre a Cons-
tituição da Câmara Baixa 
planeja ouvir opiniões da 
Associação de Emissoras 
Comerciais do Japão na 
quinta-feira da próxima 
semana. A discussão será 
sobre restrições a propa-
gandas na TV por partidos 
políticos na campanha para 
referendos nacionais sobre 
reforma constitucional.
Mais tarde, a coalizão go-
vernista quer realizar de-
liberações no Parlamento 
para elaborar rascunho so-
bre reforma da lei que rege 
os referendos. A coalizão 
diz que as mudanças irão 
garantir uma maior opor-
tunidade de votar nos refe-
rendos, e espera colocar as 
revisões em votação.

destróier japonês, Izumo. 
Outro memorando incen-
tiva a cooperação técnica 
bilateral em equipamentos 
de defesa para vigilância 
marítima.
Os ministros confirmaram 
que seus países vão traba-
lhar juntos para conseguir 
a desnuclearização da Co-
reia do Norte. Iwaya so-
licitou a ajuda do Vietnã 
para resolver a questão dos 
cidadãos japoneses que 
foram sequestrados por 
Pyongyang.
Em uma entrevista à im-
prensa dada depois da 
reunião, Iwaya disse que, 
embora seja importante a 
construção de confiança 
mútua com a China, la-
mentavelmente as tentati-
vas de mudar o status quo 
pela força continuam no 
Mar da China Meridional. 
Ele disse que a comuni-
dade internacional deveria 
trabalhar de forma unida e 
discutir esta questão.

Contudo, o maior partido 
oposicionista, o Democrá-
tico Constitucional, entre 
outras siglas, afirma que 
deve ser dedicado mais 
tempo para discutir restri-
ções a propagandas na TV. 
Pede também opiniões de 
especialistas sobre a ques-
tão.
O Partido Liberal Demo-
crático espera apresentar 
seus planos sobre a reforma 
constitucional que abrange 
4 áreas, incluindo uma que 
delineia claramente a exis-
tência das Forças de Au-
todefesa no Artigo 9, que 
estipula renúncia à guerra. 
Mas o Partido Komei, da 
coalizão governista, está 
cauteloso em relação à 
questão.
O bloco oposicionista po-
derá intensificar a posição 
de confronto tendo em vis-
ta a eleição da Câmara Alta 
programada para meados 
do ano. Não se sabe ainda 
se a atual sessão do Parla-
mento irá conseguir avan-
ço nas discussões sobre 
emendas à Constituição.

deveres com sinceridade. 
Eu gostaria de expressar 
meu profundo respeito e 
gratidão pela atitude que 
Sua Majestade, o Impera-
dor Emérito, demonstrou 
como símbolo do Estado.
Conforme sucedo ao trono, 
estou refletindo profunda-
mente sobre o caminho to-
mado por Sua Majestade, 
o Imperador Emérito. Te-
rei em mente os feitos dos 
Imperadores no passado, 

e irei me esforçar para me 
aperfeiçoar. Juro cumprir 
meus deveres, como sím-
bolo do Estado e da unida-
de do povo, em conformi-
dade com a Constituição, 
sempre pensando sobre a 
população e a apoiando. 
Eu desejo sinceramente a 
felicidade do povo, o cres-
cente desenvolvimento da 
nação, e a paz em todo o 
mundo.”

Número de casos de fusões e aquisições de empresas japonesas 
por parte da China atinge o mais alto nível em cinco anos

China (03/05/2019)

No ano fiscal japonês de 
2018, que terminou em 
março deste ano, os casos 
de companhias chinesas 
que participaram em fusões 
e aquisições de empreendi-
mentos japoneses perfize-
ram o maior número regis-
trado neste últimos cinco 
anos.
Segundo a Recof, firma de 
consultoria especializada 
em fusões e aquisições, 

as empresas chinesas, in-
cluindo entidades de Hong 
Kong, se envolveram em 
59 casos de fusões e aqui-
sições no ano fiscal japo-
nês de 2018. Este número 
representa um aumento de 
22% em relação ao ano an-
terior.
Entre os casos, inclui-se a 
compra de uma unidade de 
produção de baterias de ío-
n-lítio da Nissan Motor por 

uma companhia chinesa 
relacionada a energia. Da 
mesma forma, um fundo 
com base em Hong Kong 
adquiriu a fabricante de 
produtos eletrônicos Pione-
er, que enfrentava dificul-
dades financeiras.
Empresas chinesas também 
investiram em companhias 
japonesas de médio porte e 
empreendimentos de risco 
lançados por universidades 

japonesas.
Uma tendência similar con-
tinua no presente ano fiscal 
japonês que teve início no 
mês de abril passado. Um 
fundo chinês se juntou a 
um grupo de investidores 
estrangeiros para ampliar 
a base do capital da fabri-
cante de painéis, Japan Dis-
play, que se encontra em 
dificuldades financeiras.

Repórter da NHK entrevista visitantes do 
Palácio Imperial no início da nova era japonesa

Imperador  (01/05/2019)

A repórter Anastasia 
Monakova, do serviço 
em idioma russo da NHK 
World, encontrava-se nas 
proximidades do Palácio 
Imperial, em Tóquio, co-
brindo o dia histórico no 
Japão. Ela nos fala sobre a 
reação das pessoas quanto 
à sucessão.
“Neste momento, estou 
nas proximidades do Pa-
lácio Imperial, no centro 
de Tóquio. Cheguei às 
10h30, quando começava 
no palácio a cerimônia de 
entronização. A entrada 
para sua parte interna se 
encontrava fechada à po-
pulação. Apesar de não 
haver eventos públicos 

oficiais agendados para 
hoje, grande número de 
japoneses estavam presen-
tes para marcar o primeiro 
dia da nova era da histó-
ria do país. Havia também 
dezenas de turistas estran-
geiros caminhando pela 
área e tirando fotos.
Também vi dezenas de 
equipes de imprensa de 
diversos países.
No caminho até o Palácio 
Imperial, vi ruas decora-
das com bandeiras e pôs-
teres expressando gratidão 
pela era Heisei e dando as 
boas vindas à era Reiwa.
Também percebi haver 
dezenas de pessoas segu-
rando bandeiras japone-

sas, sentindo um clima de 
excitação.
Um homem na casa dos 
30 anos disse ter vindo 
com sua família de Kyoto, 
pois sentia que o dia tinha 
um significado histórico 
especial. Ele disse esperar 
que as futuras gerações, 
incluindo seu filho de 3 
anos, vivam com felicida-
de durante a era Reiwa.
Uma mulher na casa dos 
50 disse esperar que o Ja-
pão possa seguir em fren-
te após um difícil período 
marcado por desastres na-
turais. Segundo ela, todos 
os japoneses vão partilhar 
desta esperança por dias 
melhores.

Duas moradoras de Tó-
quio na casa dos 30 rela-
taram que a era Heisei foi 
um período feliz para elas, 
mas que agora esperam 
viver a nova era pensando 
nos outros, e não apenas 
em si mesmas.
Hoje, vi pessoas de todo 
o Japão virem aqui para 
dar as boas vindas à era 
Reiwa, apreciar de manei-
ra respeitosa o significado 
histórico deste dia e dese-
jar paz ao país e a todo o 
mundo. Elas também es-
peram que o futuro traga 
paz e felicidade a seus fi-
lhos e às gerações seguin-
tes.”
Anastasia Monakova, da 
NHK World, em Tóquio.

Sul-coreanos iniciam procedimentos para vender 
ações confiscadas de empresas japonesas

Sul-coreanos (01/05/2019)

Sul-coreanos que saíram 
vitoriosos em processos ju-
diciais contra empresas ja-
ponesas para o recebimento 
de indenizações declararam 
ter iniciado procedimentos 
para vender as ações con-
fiscadas por eles anterior-
mente.
Em outubro do ano passa-

do, a Suprema Corte da Co-
reia do Sul ordenou que a 
Nippon Steel & Sumitomo 
Metal, atualmente conhe-
cida como Nippon Steel, 
indenizasse sul-coreanos 
que dizem ter sido forçados 
a trabalhar para a firma ja-
ponesa durante a Segunda 
Guerra Mundial.

Desde então, companhias 
japonesas têm sido derrota-
das em uma série de ações 
relacionadas à época da 
guerra movidas na Coreia 
do Sul.
Na quarta-feira, as pessoas 
que processam a Nippon 
Steel e a fabricante de ma-
quinário Nachi-Fujikoshi 

disseram ter iniciado proce-
dimentos judiciais para uma 
venda de ações.
Elas afirmaram ter visitado 
a matriz das companhias 
para requisitar a realização 
de conversações sobre inde-
nizações, mas que não rece-
beram resposta.
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子す

は
日に

本ほ
ん

で
も
放ほ

う

送そ
う

さ
れ
た

よ
う
で
、
日に

本ほ
ん

の
友ゆ

う

人じ
ん

か
ら

「
ビ
バ
！
と
盛も

り
上あ

が
る
様よ

う

子す

が
ブ
ラ
ジ
ル
ら
し
か
っ
た
」

と
の
感か

ん

想そ
う

が
耳み

み

子し

に
も
届と

ど

い

た
。
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
勢い

き
お

い
や
熱あ

つ

い
思お

も

い
は
、
日に

本ほ
ん

の
人ひ

と

に
も
し

っ
か
り
伝つ

た

わ
っ
た
よ
う
だ
。

　
つ
い
に
１
日た

ち

で
「
令れ

い

和わ

」
時じ

代だ
い

を
迎む

か

え
た
。
記き

念ね
ん

す
べ
き
こ
の
瞬

し
ゅ
ん

間か
ん

を
祝い

わ

う
た
め
、
主し

ゅ

要よ
う

日に
っ

系け
い

五ご

団だ
ん

体た
い

は
「
新し

ん

天て
ん

皇の
う

ご
即そ

く

位い

・
新し

ん

元げ
ん

号ご
う

『
令れ

い

和わ

』
祝

し
ゅ
く

賀が

晩ば
ん

餐さ
ん

会か
い

」
を
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
多た

目も
く

的て
き

ホ
ー
ル
で
４
月が

つ

３
０
日に

ち

の

夜よ
る

７
時じ

（
日に

っ

本ぽ
ん

時じ

間か
ん

で
１
日た

ち

午ご

前ぜ
ん

７
時じ

）
か
ら
催も

よ
おし
た
。
同ど

う

会か
い

に
は
約や

く

２
０
０
人に

ん

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
、
日に

本ほ
ん

に
先さ

き

駆が

け
た
公こ

う

式し
き

行ぎ
ょ
う

事じ

と
し
て
新し

ん

時じ

代だ
い

の
始は

じ

ま
り
を
祝い

わ
っ
た
。
万ば

ん

歳ざ
い

三さ
ん

唱し
ょ
うで
は
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
っ
き

旗
が
鮮あ

ざ

や
か
に
舞ま

い
、「
令れ

い

和わ

時じ

代だ
い

」
へ
の
期き

待た
い

を
込こ

め
た
盛せ

い

大だ
い

な
式し

き

典て
ん

と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

埼さ
い

玉た
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
吉よ

し

原は
ら

正ま
さ

之ゆ
き

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う（
８
５
、
神か

奈な

川が
わ

県け
ん

）
は
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

代だ
い

表ひ
ょ
うと
し

て
式し

き

典て
ん

に
参さ

ん

加か

。
以い

前ぜ
ん

、
一い

ち

時じ

帰き

国こ
く

し
た
際さ

い

に
東と

う

京き
ょ
うの
明め

い

治じ

神じ
ん

宮ぐ
う

球き
ゅ
う

場じ
ょ
うで
当と

う

時じ

の
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

（
現げ

ん

天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

）
を

　

日に
っ

系け
い

人じ
ん

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

ら
も
会か

い

場じ
ょ
うを
所

と
こ
ろ

狭せ
ま

し
と
埋う

め
　

冒ぼ
う

頭と
う

、
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

委い

員い
ん

会か
い

の
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
、
陛へ

い

下か

か
ら
特と

く

別べ
つ

に
昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
くに
招ま

ね

か
れ

た
と
き
の
感か

ん

動ど
う

を
思お

も

い
出だ

し
、

「
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
対た

い

し
、
非ひ

常
じ
ょ
う

に
心

こ
こ
ろ

優や
さ

し
く
思お

も

い
や
り
の
あ

る
陛へ

い

下か

が
昨

き
の
う

日
退た

い

位い

さ
れ
ま

し
た
。
心こ

こ
ろか
ら
感か

ん

謝し
ゃ

し
ま
す
」

と
謝し

ゃ

辞じ

を
述の

べ
た
。
さ
ら
に

令れ
い

和わ

の
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

の
誕た

ん

生じ
ょ
うを

称た
た

え
、「
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

が
素す

晴ば

ら
し
い
令れ

い

和わ

の
時じ

代だ
い

に
、
ま

す
ま
す
繁は

ん

栄え
い

と
希き

望ぼ
う

を
持も

て

る
よ
う
に
」
と
の
期き

待た
い

を
語か

た
っ

た
。

　

石い
し

川か
わ

レ
ナ
ト
文ぶ

ん

協き
ょ
う

会か
い

長
ち
ょ
う

は
、
皇こ

う

室し
つ

が
伯は

っ

国こ
く

と
長な

が

い
歴れ

き

史し

的て
き

な
関か

ん

係け
い

を
も
つ
こ
と
に

言げ
ん

及き
ゅ
う。
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
特と

く

別べ
つ

な

心こ
こ
ろを
寄よ

せ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に

感か
ん

謝し
ゃ

し
た
。
新し

ん

元げ
ん

号ご
う

に
な
っ

た
事こ

と

を
受う

け
、「
新し

ん

天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

の
も
と
に
人ひ

と

々び
と

が
心こ

こ
ろ
を
寄よ

せ
合あ

い
、
調

ち
ょ
う

和わ

と
発は

っ

展て
ん

が
生う

ま
れ
る
よ
う
に
」
と
願ね

が
っ
た
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

の
与よ

儀ぎ

昭あ
け

雄お

会か
い

長ち
ょ
うは
、「
次つ

ぎ

の
時じ

代だ
い

が
皆み

な

に
平へ

い

和わ

と
幸こ

う

福ふ
く

を
も
た
ら
し
、
進し

ん

歩ぽ

と
繁は

ん

栄え
い

が
持じ

続ぞ
く

す
る
よ
う
に
」
と
祈い

の

り
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

の
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

会か
い

長ち
ょ
うは
「
世せ

界か
い

で
最も

っ
と
も
早は

や

い

　

ロ
ス
の
全ぜ

ん

米べ
い

日に
っ

系け
い

博は
く

物ぶ
つ

館か
ん

で
、
ガ
イ
ド
の
山や

ま

田だ

ロ
ッ
キ

ー
さ
ん
は
「
ま
ず
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の

定て
い

義ぎ

を
確か

く

認に
ん

し
ま
す
。
日に

本ほ
ん

か
ら
離は

な

れ
て
住す

ん
で
い
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

お
よ
び
そ
の
子し

孫そ
ん

で

す
。
僕ぼ

く

も
日に

っ

系け
い

人じ
ん

で
す
」
と

い
う
と
、
一い

っ

行こ
う

か
ら
は
「
一い

っ

世せ
い

は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

、
二に

世せ
い

か
ら
が

日に
っ

系け
い

人じ
ん

で
は
」
と
の
異い

論ろ
ん

が

飛と

び
、「
ダ
ニ
エ
ル
井い

の

上う
え

も

そ
う
言い

っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
こ
で
は
そ
う
定て

い

義ぎ

し
て
い

ま
す
」
と
繰く

り
返か

え

し
た
。

　
「
ア
メ
リ
カ
日に

っ

系け
い

人じ
ん

は
ハ

ワ
イ
で
は
六ろ

く

世せ
い

、
本ほ

ん

土ど

で
は

五ご

世せ
い

が
生う

ま
れ
育そ

だ

っ
て
い
る

時じ

代だ
い

で
す
」
と
の
説せ

つ

明め
い

に
、

一い
っ

行こ
う

か
ら
は
「
ブ
ラ
ジ
ル
で

は
２
０
０
８
年ね

ん

に
六ろ

く

世せ
い

が
生う

ま
れ
て
い
た
。
ど
う
し
て
早は

や

く
移い

住じ
ゅ
うが
始は

じ

ま
っ
た
ア
メ
リ

カ
の
方ほ

う

が
、
世せ

代だ
い

が
若わ

か

い
の

か
？
」
と
の
質し

つ

問も
ん

が
飛と

ぶ
と
、

「
五ご

世せ
い

世せ

代だ
い

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
な
っ

て
い
る
と
い
う
意い

味み

で
す
」

新し
ん

天て
ん

皇の
う

祝し
ゅ
く

賀が

会か
い

が
伯は

っ

国こ
く

で
行

お
こ
な

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
誇ほ

こ

り
に
思お

も

う
」
と
微

ほ
ほ
え

笑
ん
だ
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

商し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

の
村む

ら

田た

俊と
し

典の
り

会か
い

頭と
う

は
、

「
時じ

代だ
い

が
変か

わ
り
『
愛あ

い

国こ
く

心し
ん

っ
て
何な

に

だ
ろ
う
？
』
と
考か

ん
がえ
さ

せ
ら
れ
た
。
ふ
と
『
君き

み

が
代よ

』

を
歌う

た

う
時と

き

に
肌は

だ

で
感か

ん

じ
る
気き

持も

ち
が
そ
れ
か
と
思お

も

い
当あ

た
っ

と
の
こ
と
。
最さ

い

初し
ょ

か
ら
伯は

く

米べ
い

比ひ

較か
く

問も
ん

答ど
う

が
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
展て

ん

開か
い

と
な
っ
た
。

　

１
８
６
８
年ね

ん

に
ハ
ワ
イ
へ

渡わ
た

っ
た
元が

ん

年ね
ん

者も
の

を
先せ

ん

頭と
う

に
、

１
８
８
０
年ね

ん

代だ
い

は
シ
ア
ト
ル

の
鉄て

つ

道ど
う

工こ
う

事じ

に
多お

お

く
の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

が
従

じ
ゅ
う

事じ

し
た
。
そ
の
後ご

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

は
南な

ん

下か

し
て
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
農の

う

場じ
ょ
う

労ろ
う

働ど
う

、
さ
ら
に
ロ
ス
へ
移い

動ど
う

し

て
こ
こ
が
全ぜ

ん

米べ
い

で
一い

ち

番ば
ん

日に
っ

系け
い

人じ
ん

が
多お

お

い
場ば

所し
ょ

と
な
っ
た
そ

古
ふる

本
ほん

市
いち

の様
よう

子
す

　

ブ
ラ
ジ
ル
宮み

や

城ぎ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
上あ

が

利り

エ
ジ
ガ
ー
ル
会か

い

長ち
ょ
う）
は

「
５
月が

つ

度ど

青あ
お

葉ば

祭ま
つ

り
」（
青あ

お

葉ば

健け
ん

康こ
う

生せ
い

活か
つ

協き
ょ
う

会か
い

）
を
４
、

１
８
日に

ち

の
午ご

前ぜ
ん

７
時じ

か
ら
同ど

う

館か
ん

（R
u

a F
ag

u
n

d
es, 

1
5

2

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

農の
う

業ぎ
ょ
う

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｓ

Ｃ
の
お
い
し
い
ボ
ー
ロ
や
お

弁べ
ん

当と
う

、
お
惣そ

う

菜ざ
い

な
ど
の
加か

工こ
う

食し
ょ
く

品ひ
ん

を
始は

じ

め
、
イ
ビ
ウ
ー
ナ
、

カ
ッ
ポ
ン
・
ボ
ニ
ー
ト
市し

な

ど
の
有ゆ

う

機き

野や

菜さ
い

、
薬や

く

草そ
う

の
ナ

メ
カ
タ
、
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

産さ
ん

の
り
等な

ど

の
販は

ん

売ば
い

や
各か

く

種し
ゅ

バ
ザ
ー
も
あ

る
。

　

昼
ち
ゅ
う

食し
ょ
く

時じ

に
は
３
階か

い

の
テ
ラ

ス
で
、
て
ん
ぷ
ら
う
ど
ん
、

ハ
ラ
コ
飯め

し

、
や
き
そ
ば
、
ペ
ス

カ
ー
ダ
定て

い

食し
ょ
く、
秋さ

刀ん

魚ま

定て
い

食
し
ょ
く

き
た
。
そ
れ
だ
け
古ふ

る

本ほ
ん

市い
ち

が

広ひ
ろ

ま
っ
て
い
る
証

し
ょ
う

拠こ

」
と
語か

た

っ

　

こ
ち
ら
に
来く

る
前ま

え

、
日に

本ほ
ん

で
知し

り
合あ

っ
た
伯は

く

人じ
ん

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

に
友ゆ

う

人じ
ん

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
も
ら
い
、

先せ
ん

日じ
つ

こ
ち
ら
で
初は

じ

め
て
顔か

お

を

合あ

わ
せ
た
。「
ま
だ
観か

ん

光こ
う

し
て

な
い
」
と
言い

う
と
、
彼か

れ

は
親し

ん

切せ
つ

に
も
聖せ

い

市し

セ
ン
ト
ロ
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

を
案あ

ん

内な
い

し
て
く
れ
た
。

　

オ
ー
リ
ャ
子し

が
ポ
語ご

を
殆

ほ
と
ん

ど
話は

な

せ
な
い
た
め
、
拙つ

た
な

い
英え

い

語ご

で
彼か

れ

と
意い

思し

の
疎そ

通つ
う

を
し

た
。
彼か

れ

は
会あ

っ
た
ば
か
り
の

オ
ー
リ
ャ
子し

を
美び

術じ
ゅ
つ

館か
ん

や
有ゆ

う

名め
い

洋よ
う

菓が

子し

店て
ん

、
劇げ

き

場じ
ょ
う

地ち

下か

の

洒し
ゃ

落れ

た
バ
ー
に
１
日に

ち

か
け
て

案あ
ん

内な
い

し
て
く
れ
、
相あ

い

手て

が
ま

だ
学が

く

生せ
い

で
あ
る
こ
と
を
気き

遣づ
か

い
、
食

し
ょ
く

事じ

代だ
い

ま
で
お
ご
っ
て
く

れ
た
。

　

帰か
え

り
際ぎ

わ

に
「
な
ぜ
自じ

分ぶ
ん

に

こ
れ
ほ
ど
親し

ん

切せ
つ

に
し
て
く
れ

る
の
か
」
と
疑ぎ

問も
ん

を
ぶ
つ
け

た
が
、
慣な

れ
な
い
英え

い

語ご

が
伝つ

た

わ
ら
な
い
の
か
、
明め

い

確か
く

な
回か

い

答と
う

を
得え

ら
れ
な
か
っ
た
。

　

彼か
れ

は
「
楽た

の

し
か
っ
た
」
と

言い

っ
た
が
、
彼か

れ

に
と
っ
て
は
見み

知し

っ
た
街ま

ち

で
、
相あ

い

手て

は
英え

い

語ご

が
下へ

手た

で
冗

じ
ょ
う

談だ
ん

も
通つ

う

じ
な
い

状じ
ょ
う

態た
い

だ
っ
た
は
ず
。

　

こ
れ
が
、
う
わ
さ
に
聞き

く

「
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
オ
ス
ピ
タ
リ

ダ
ー
デ
（
歓か

ん

迎げ
い

精せ
い

神し
ん

）」
だ

と
痛つ

う

感か
ん

し
た
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の「
お

も
て
な
し
」
に
も
引ひ

け
を
と

ら
な
い
も
の
だ
。
親し

ん

切せ
つ

は
貸か

し
借か

り
で
は
な
い
が
、
こ
れ
は

何な
ん

と
か
し
て
返か

え

さ
ね
ば
と
誓ち

か

っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
（
大
）

直ち
ょ
く

接せ
つ

に
見み

た
の
だ
と
か
。「
ち

ょ
っ
と
拝お

が

み
に
行

お
こ
な

っ
た
ん
で
す

よ
」
と
笑わ

ら

う
吉よ

し

原は
ら

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う、

そ
の
お
姿す

が
た

を
み
て
感か

ん

動ど
う

し
た

様よ
う

子す

。
吉よ

し

原は
ら

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うは
「
新し

ん

天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

と
な
っ
た
今い

ま

、
ぜ

ひ
も
う
一い

ち

度ど

来ら
い

伯は
く

し
て
頂い

た
だ

き

た
い
」
と
早は

や

く
も
期き

待た
い

を
寄よ

せ
た
。
新し

ん

天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

は
昨さ

く

年ね
ん

私し

的て
き

旅り
ょ

行こ
う

で
ご
来ら

い

伯は
く

さ
れ
た

が
、
公こ

う

式し
き

訪ほ
う

問も
ん

は
０
８
年ね

ん

に

来こ

ら
れ
た
き
り
。「
近ち

か

い
将

し
ょ
う

来ら
い

、
雅ま

さ

子こ

皇こ
う

后ご
う

陛へ
い

下か

と
一い

っ

緒し
ょ

に
伯は

っ

国こ
く

に
滞た

い

在ざ
い

し
て
頂い

た
だ

き
た

い
」
と
の
声こ

え

が
最さ

い

近き
ん

と
み
に
コ

ロ
ニ
ア
で
は
上あ

が
っ
て
い
る
。

世せ

界か
い

で
最も

っ
と

も
早は

や

い
公こ

う

式し
き

行ぎ
ょ
う

事じ

『
令れ

い

和わ

』
祝し

ゅ
く

賀が

晩ば
ん

餐さ
ん

会か
い

に
200
人に

ん

う
。
日に

っ

系け
い

人じ
ん

口こ
う

は
２
５
万ま

ん

人に
ん

前ぜ
ん

後ご

も
い
る
と
い
う
。
ロ
ッ

キ
ー
さ
ん
に
よ
れ
ば
「
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

は
４
万ま

ん

人に
ん

あ
ま
り
、
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

と
永え

い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

は
１
万ま

ん

人に
ん

い
な

い
ぐ
ら
い
」
と
の
こ
と
。
ブ

ラ
ジ
ル
と
は
比ひ

較か
く

に
な
ら
な

い
ぐ
ら
い
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

が
多お

お

い
。

　
「
ア
メ
リ
カ
に
は
神じ

ん

社じ
ゃ

を

カ
ル
ト
（
異い

端た
ん

的て
き

宗し
ゅ
う

教き
ょ
う）
だ

ォ
ル
ニ
ア
州し

ゅ
う

ス
ト
ッ
ク
ト
ン

に
創そ

う

建け
ん

さ
れ
、
２
０
０
１
年ね

ん

か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
州し

ゅ
う

シ
ア
ト

日
にっ

伯
ぱく

国
こっ

旗
き

手
しゅ

にビバ！ 万
ばん

歳
ざい

！
（７） ２０１９年第５２３４号 	 ５月	 ４日	（土曜日）

図と

書し
ょ

委い

員い
ん

も
随ず

い

時じ

募ぼ

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

文ぶ
ん

協き
ょ
う

古ふ
る

本ほ
ん

市い
ち

に
長ち

ょ
う

蛇だ

の
列れ

つ

「令
れい

和
わ

」を祝
しゅく

し会
かい

場
じょう

の全
ぜん

員
いん

で万
ばん

歳
ざい

三
さん

唱
しょう

全
ぜん

米
べい

日
にっ

系
けい

博
はく

物
ぶつ

館
かん

で山
やま

田
だ

ロッキーさんから白
はく

熱
ねつ

した説
せつ

明
めい

を聞
き

く一
いっ

行
こう

日
に っ

系
け い

５団
だ ん

体
た い

　
「
令れ

い

和わ

」
祝

し
ゅ
く

賀が

晩ば
ん

餐さ
ん

会か
い

に

は
Ｔ
Ｖ
グ
ロ
ー
ボ
、
Ｔ
Ｖ
ク

ル
ツ
ー
ラ
、
日に

本ほ
ん

の
テ
レ
ビ

朝あ
さ

日ひ

、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
等な

ど

の
大お

お

手て

メ

デ
ィ
ア
が
こ
ぞ
っ
て
取し

ゅ

材ざ
い

に
き

て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
様よ

う

た
」
と
感か

ん

慨が
い

深ぶ
か

い
様よ

う

子す

で
語か

た

っ
た
。

　

楠
く
す
の
き

彰あ
き
ら

在ざ
い

聖せ
い

首し
ゅ

席せ
き

領り
ょ
う

事じ

は

「
こ
の
会か

い

は
、
令れ

い

和わ

の
始は

じ

ま

り
を
記き

念ね
ん

す
る
世せ

界か
い

初は
つ

の
公こ

う

式し
き

行ぎ
ょ
う

事じ

か
も
」
と
の
喜よ

ろ
こ
び
を

語か
た

り
、「
上

じ
ょ
う

皇こ
う

上じ
ょ
う

皇こ
う

后ご
う

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

と
新し

ん

天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

は
、
各か

く

人じ
ん

が
三さ

ん

度ど

ご
来ら

い

伯は
く

し
温あ

た
た
か
い
気き

持も

ち
を
示し

め

さ
れ
、
伯は

っ

国こ
く

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

も
こ
れ
に
応こ

た

え
て
き
た
。

今こ
ん

後ご

も
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

の
懸か

け
橋は

し

た
る
こ
の
関か

ん

係け
い

を
継け

い

続ぞ
く

で
き

れ
ば
」
と
結む

す

ん
だ
。

　

同ど
う

会か
い

で
は
、
０
８
年ね

ん

の
移い

民み
ん

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

の
音お

ん

楽が
く

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
で
、
ビ
オ
ラ
を
嗜

た
し
な

む
新し

ん

天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

と
一い

っ

緒し
ょ

に
演え

ん

奏そ
う

し
た
福ふ

く

田だ

楽が
く

団だ
ん

（
福ふ

く

田だ

リ

カ
ル
ド
）
が
、
両

り
ょ
う

国こ
っ

歌か

や
弦げ

ん

ル
近き

ん

郊こ
う

の
グ
ラ
ナ
イ
ト
フ
ォ

ー
ル
ズ
に
移い

転て
ん

し
た
と
い

う
。
ち
な
み
に
ブ
ラ
ジ
ル
に

は
記き

録ろ
く

上じ
ょ
う１
１
の
神じ

ん

社じ
ゃ

、
さ

ら
に
靖や

す

国く
に

講こ
う

が
あ
る
。

　

ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
か
ら

の
人じ

ん

種し
ゅ

偏へ
ん

見け
ん

を
受う

け
、
米べ

い

国こ
く

の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

は
互ご

助じ
ょ

組そ

織し
き

を

作つ
く

っ
た
。「
そ
の
一ひ

と

つ
が
県け

ん

人じ
ん

会か
い

。
４
２
都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
あ
る
。
古ふ

る

い
も
の
は

１
８
９
０
年ね

ん

ぐ
ら
い
か
ら
あ

る
。
私わ

た
し

が
属ぞ

く

し
て
い
る
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

も
６
０
０
世せ

帯た
い

が
会か

い

員い
ん

。
昔む

か
し

、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
健け

ん

康こ
う

保ほ

険け
ん

に
入い

れ
て
く
れ
な
か
っ
た

し
、
銀ぎ

ん

行こ
う

も
金か

ね

を
貸か

し
て
く

れ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
県け

ん

人じ
ん

会か
い

が
頼た

の

母も

子し

講こ
う

を
や
っ
て
お

互た
が

い
に
助た

す

け
合あ

っ
た
」
と
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
歴れ

き

史し

を
ふ
り
か
え
っ

た
。

　

ロ
ッ
キ
ー
さ
ん
は
「
１
９ 

４
１
年ね

ん

１
２
月が

つ

７
日か

朝あ
さ

、
真し

ん

珠じ
ゅ

湾わ
ん

攻こ
う

撃げ
き

が
起お

き
ま
し
た
。

日に

本ほ
ん

で
は
８
日か

だ
と
言い

わ
れ

て
い
ま
す
が
現げ

ん

地ち

時じ

間か
ん

は
７

日か

で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
今い

ま

も
闇や

み

討う

ち
攻こ

う

撃げ
き

だ
っ
た
と
思お

も

わ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
０
１

年ね
ん

ま
で
は
、
こ
と
あ
る
毎ご

と

に
『
リ
メ
ン
バ
ー
・
パ
ー
ル

ハ
ー
バ
ー
』
と
い
う
言こ

と

葉ば

を

聞き

か
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
が

９
１
１
以い

降こ
う

は
、
イ
ス
ラ
ム

教き
ょ
う

徒と

に
な
っ
て
い
る
。
矛ほ

こ

先さ
き

が
ア
ラ
ブ
人じ

ん

に
向む

か
っ
て
い

る
」
と
現げ

ん

在ざ
い

の
米べ

い

国こ
く

の
政せ

い

治じ

の
在あ

り
方か

た

に
警け

い

鐘し
ょ
うを
鳴な

ら
し

た
。　
　
（
深ふ

か

沢さ
わ

正ま
さ

雪ゆ
き

記き

者し
ゃ

）

「
保ほ

険け
ん

入は
い

れ
ず
、
金か

ね

も
借か

り
れ
ず
」

《２》

青あ
お

葉ば

祭ま
つ

り

４
日か

と
18
日に
ち
に

頃
ころ

末
すえ

評
ひょう

議
ぎ

員
いん

会
かい

会
かい

長
ちょう

の音
おん

頭
ど

で乾
かん

杯
ぱい

た
。

中
ち
ゅ
う

央お
う

壇だ
ん

上
じ
ょ
う

に
は
、
書し

ょ

道ど
う

家か

の
倉く

ら

知ち

南な
ん

峯ぽ
う

さ

ん
に
２
５

年ね
ん

間か
ん

師し

事じ

し
た
と
い

う
、
横よ

こ

山や
ま

喜よ
し

孝た
か

エ
リ

ッ
ク
さ
ん

が
大お

お

筆ふ
で

で

揮き

毫ご
う

し
た

「
令れ

い

和わ

」

の
墨ぼ

く

書し
ょ

。

左さ

右ゆ
う

に
日に

っ

伯ぱ
く

の
国

こ
っ
き

旗

が
飾か

ざ

ら
れ

た
。

で
き
て
い
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
７
０
人に

ん

を
動ど

う

員い
ん

。
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
み
な
ら
ず
、
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

も
漫ま

ん

画が

な
ど
を
求も

と

め
て
多お

お

く
来ら

い

場じ
ょ
うし
、
売う

り
上あ

げ
は
１ 

万ま
ん

５
６
９
０
レ
ア
ル
と
な
っ

た
。

　

古ふ
る

本ほ
ん

市い
ち

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うの
金か

ね

田だ

聖せ
い

治じ

さ
ん
は
「
客

き
ゃ
く

層そ
う

が
変か

わ
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

が
増ふ

え
て

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
図と

書し
ょ

委い

員い
ん

会か
い

（
川か

わ

原ら

崎ざ
き

隆り
ゅ
う

一い
ち

郎ろ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う）
に
よ

る
「
秋あ

き

の
古ふ

る

本ほ
ん

市い
ち

」
が
先せ

ん

月げ
つ

２
８
日に

ち

、
文ぶ

ん

協き
ょ
う
ビ
ル
に
て
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。
貴き

重ち
ょ
うな
日に

本ほ
ん

語ご

書し
ょ

籍せ
き

の
古ふ

る

本ほ
ん

が
格か

く

安や
す

で
手て

に

は
い
る
と
あ
っ
て
、
約や

く

５
５
０

人に
ん

が
来ら

い

場じ
ょ
う

し
た
。
開か

い

場じ
ょ
う

前ま
え

に
は
約や

く

１
０
０
人に

ん

の
行

ぎ
ょ
う

列れ
つ

が

楽が
く

四し

重じ
ゅ
う

奏そ
う

の
演え

ん

奏そ
う

を
担た

ん

当と
う

し

た
。

　

万ば
ん

歳ざ
い

三さ
ん

唱し
ょ
うは
呉ご

屋や

春は
る

美み

前ぜ
ん

文ぶ
ん

協き
ょ
う

会か
い

長ち
ょ
うが
、
頃こ

ろ

末す
え

ア
ン
ド

レ
文ぶ

ん

協き
ょ
う

評ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うが

乾か
ん

杯ぱ
い

の
音お

ん

頭ど

を
「
ビ
バ
、
サ

ウ
デ
、
カ
ン
パ
～
イ
！
」
と
元げ

ん

気き

に
取と

っ
た
。

た
。

　

な
お
、
文ぶ

ん

協き
ょ
うで
は
図と

書し
ょ

委い

員い
ん

を
随ず

い

時じ

募ぼ

集し
ゅ
う

し
て
い
る
。

活か
つ

動ど
う

内な
い

容よ
う

は
、
２
か
月げ

つ

に
１

度ど

会か
い

議ぎ

を
行お

こ
な

い
、
図と

書し
ょ

館か
ん

の

運う
ん

営え
い

状じ
ょ
う

況き
ょ
う、
古ふ

る

本ほ
ん

市い
ち

や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
活か

つ

動ど
う

状じ
ょ
う

況き
ょ
うを
共

き
ょ
う

有ゆ
う

す
る
。
本ほ

ん

の
寄き

贈ぞ
う

も
随ず

い

時じ

募ぼ

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
う。
問と

い
合あ

わ
せ
は
文ぶ

ん

協き
ょ
う

図と

書し
ょ

館か
ん

（
１
１ 

・
３
２
０
８
・１
７
５
５
）
ま

で
。

な
ど
が
販は

ん

売ば
い

さ
れ
る
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
同ど

う

会か
い

（
１
１ 

・
３
２
０
９
・３
２
６
５
）
ま

で
。

と
考か

ん
が

え
る
人ひ

と

々び
と

が
い
る
。
だ

か
ら
、
本ほ

ん

土ど

に
は
非ひ

常じ
ょ
うに
少す

く

な
い
。
シ
ア
ト
ル
の
椿

つ
ば
き

神じ
ん

社じ
ゃ

ぐ
ら
い
。
ハ
ワ
イ
に
は
金こ

ん

毘ぴ

羅ら

神じ
ん

社じ
ゃ

も
あ
る
。
だ
か
ら
ロ

ス
に
ぜ
ひ
大だ

宰ざ
い

府ふ

天て
ん

満ま
ん

宮ぐ
う

を

作つ
く

り
た
い
と
思お

も

っ
て
い
ま

す
」
と
語か

た

る
と
拍は

く

手し
ゅ

が
湧わ

い

た
。
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

を
ト
ッ
プ
と

す
る
皇こ

う

軍ぐ
ん

と
戦

た
た
か

っ
た
ア
メ
リ

カ
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な

歴れ
き

史し

的て
き

な
遺い

恨こ
ん

が
残の

こ

っ
て
い

る
よ
う
だ
。

　

ア
メ
リ
カ
椿

つ
ば
き

大だ
い

神じ
ん

社じ
ゃ

は
、

ワ
シ
ン
ト
ン
州し

ゅ
う

に
あ
る
神じ

ん

社じ
ゃ

で
、
１
９
８
７
年ね

ん

に
戦せ

ん

後ご

北ほ
く

米べ
い

初し
ょ

の
神じ

ん

社じ
ゃ

と
し
て
カ
リ
フ
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